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一
五
四
（
六
一
六
）

地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯

　
　
　
　
　
合
衆
国
、
・
・
シ
シ
ヅ
ピ
・
デ
ル
タ
北
辺
部

　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
事
例
（
一
九
三
九
年
・
一
九
六
〇
年
）
の
分
析藤

　
　
岡

惇

は
　
じ
　
め
　
に

（
１
）
間
　
　
題

　
ア
メ
リ
ヵ
史
の
流
れ
を
大
把
み
す
れ
ば
、
奴
隷
制
度
な
い
し
そ
の
遺
制
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
民
衆
の
運
動
の
高
揚
を
ほ
ぼ
三
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
わ
た
っ
て
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
の
第
一
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ブ
ラ
ソ
タ
ー
的
大
土
地
所
有
制
の
解
体
１
１
土
地
革
命
を
最
大
の
焦
点
と
し
て
闘
わ
れ
た
南
北
戦

争
か
ら
「
再
建
」
期
の
時
期
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
一
九
三
〇
年
代
で
あ
っ
て
、
労
働
運
動
の
全
国
的
高
揚
と
も
結
び
っ
い
て
再
度
南
部
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
地
帯

で
土
地
革
命
の
戦
略
が
提
起
さ
れ
、
大
土
地
所
有
制
の
除
去
が
真
剣
に
試
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
と
同
時
に
こ
の
期
は
・
前
稿
で

跡
づ
け
た
よ
う
に
ブ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ソ
の
構
造
変
化
が
、
い
わ
ゆ
る
「
地
主
的
土
地
清
掃
一
の
か
た
ち
で
・
始
ま
一
た
時
期
で
差



つ
竜

そ
し
て
最
後
は
・
あ
の
一
九
五
・
年
代
後
半
か
ら
七
・
年
代
初
頭
の
公
民
権
運
動
の
時
期
で
あ
る
。
五
四
年
の
公
立
学
校
の
人
種

隔
離
制
一
の
違
憲
判
決
・
翌
年
の
モ
ソ
ゴ
メ
ー
－
で
の
バ
ス
ボ
ィ
一
ツ
ト
闘
争
を
き
つ
か
け
に
南
部
の
都
市
部
の
黒
人
労
働
老
．
小

市
民
層
を
担
い
手
と
し
て
燃
え
あ
が
一
た
こ
の
運
動
は
、
六
・
年
代
に
は
次
第
に
プ
ラ
ソ
テ
、
シ
ヨ
ソ
農
業
地
帯
一
も
波
及
．
浸
透

し
、
南
部
杜
会
全
体
に
拭
い
が
た
い
影
響
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
・
こ
れ
嵩
部
の
「
民
主
的
再
建
一
を
志
向
す
る
民
衆
運
動
の
三
っ
の
時
期
、
と
り
わ
げ
第
二
と
第
三
の
時
期
の
相
互

の
結
び
っ
き
を
お
さ
え
淳
れ
ば
・
公
民
権
運
動
の
正
確
監
解
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
の
点
を
念
頭
に
お
差
が

ら
・
第
二
期
．
第
三
期
に
生
じ
た
若
干
の
民
衆
運
動
の
実
例
に
光
を
投
じ
、
両
時
期
の
統
一
的
理
解
の
た
め
の
み
と
お
し
を
探
ろ
う

と
す
る
試
み
で
あ
り
・
今
後
公
民
権
運
動
の
経
済
学
的
総
撞
す
す
む
た
め
の
一
準
備
作
業
写
ぎ
な
い
。

　
　
（
２
）
　
対
象
の
限
定
と
資
料

わ
れ
わ
れ
を
ず
次
節
で
二
九
三
〇
年
代
の
小
作
農
の
低
抗
運
動
の
一
事
例
と
し
て
、
三
九
年
、
、
、
、
ズ
、
リ
州
ブ
ウ
ツ
ヒ
、
ル

団
８
霊
地
域
で
生
じ
た
土
地
追
い
た
て
反
対
撃
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
運
動
は
、
三
〇
年
代
の
小
作
農
運
動
が
成
長
か
曇

退
．
破
局
に
一
転
す
る
画
濯
生
じ
た
、
い
わ
ば
最
後
の
大
規
模
な
闘
争
で
あ
り
、
三
・
年
代
の
全
運
動
の
総
括
的
評
価
の
た
め
に

は
・
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
件
で
あ
一
む
一
こ
の
闘
争
に
っ
い
て
の
、
ほ
ぽ
唯
一
の
本
格
的
な
研
究
蒙
、
、
。
一
、
－
。
。
、
、
け
。
、
、

竜
さ
一
§
…
ミ
妻
一
§
§
・
；
ざ
婁
§
婁
・
§
婁
完
。
、
、
吻
、
、
、
、
、
、
。
ミ
吻
、
、
、
、
、
。
ミ
ミ
、
。
・
。
。
、
、
芦
庁
。

星
二
雲
§
で
あ
る
・
聞
き
と
り
・
手
稿
な
ど
を
駆
使
し
た
同
書
に
よ
つ
て
、
始
め
て
こ
の
事
件
の
全
容
が
発
掘
、
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
（
六
一
七
）

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
一
六
一
八
一

元
さ
れ
た
と
い
つ
て
も
過
一
一
冒
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
同
書
を
素
材
と
し
、
不
十
分
な
点
は
セ
ソ
サ
ス
統
計
な
ど
で
補
い
奈
ら
・

こ
の
事
件
の
経
済
学
的
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

っ
ぎ
に
第
三
節
で
は
、
同
じ
、
、
、
シ
シ
ツ
ピ
・
デ
ル
タ
棉
作
地
帯
北
辺
部
に
属
す
る
テ
ネ
シ
ー
州
フ
ァ
ィ
一
ツ
ニ
量
試
郡
に

お
い
て
、
一
九
六
〇
年
以
降
本
格
化
す
る
公
民
権
運
動
の
事
例
を
分
析
す
る
。
同
郡
は
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
一
ン
地
帯
の
な
か
で
は
外

部
の
公
民
権
運
動
家
の
介
入
以
前
に
、
い
ち
は
や
く
自
力
で
有
権
者
登
録
運
動
を
展
開
し
え
た
先
進
地
域
で
あ
り
・
旧
秩
序
の
牙
城

Ｈ
ブ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ソ
地
帯
で
の
運
動
展
開
の
あ
り
か
た
を
探
る
皇
で
、
有
力
な
判
断
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
・
分
析
資
料
と

し
て
は
、
公
民
権
運
動
奮
。
げ
、
、
；
、
昌
夏
撃
の
取
材
し
た
同
郡
の
黒
人
民
衆
か
ら
の
聞
き
書
き
集
・
ミ
婁
一
一
ミ
婁
一
－

ま
、
、
、
、
心
パ
ミ
サ
。
．
饒
、
、
吻
吻
、
、
、
ト
ミ
。
、
、
、
曽
り
、
。
ミ
県
、
ぎ
・
吻
、
§
亀
・
寺
ｏ
ミ
嚢
§
・
尋
。
。
一
量
釘
雰
・
雰
（
声
ド
）

を
利
用
す
る
。

　
　
一
－
一
同
様
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
・
・
甲
・
；
芽
Ｓ
ぎ
二
ら
一
ぎ
；
ら
き
§
ぎ
ミ
睾
§
§
・
§
§
§
ミ
暮
ミ

　
　
　
　
。
、
、
一
，
貫
。
．
豪
お
よ
び
上
杉
忍
「
ア
メ
ー
ヵ
南
部
棉
作
ご
ブ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
地
域
に
淳
る
農
民
．
農
業
労
働
者
の
た
た
か
い

　
　
　
　
一
一
九
三
丁
一
九
三
六
一
一
『
歴
史
学
研
究
』
四
二
六
号
、
一
九
七
五
年
士
月
ニ
ベ
ー
ジ
を
参
照
・

　
　
一
２
一
こ
の
点
の
詳
細
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
稿
「
プ
ラ
ソ
テ
↓
ヨ
ソ
の
経
済
構
造
一
一
土
地
制
度
史
学
一
七
〇
号
二
九
主
一
年
頁
お

　
　
　
　
よ
び
「
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
経
済
の
変
貌
過
程
一
『
経
済
科
学
通
信
』
一
八
号
、
一
九
七
八
年
三
月
を
参
照
の
こ
と
・

　
　
一
。
一
こ
の
事
件
の
概
要
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
秋
元
英
；
…
政
策
史
略
説
一
一
経
済
系
一
一
〇
〇
号
二
九
七
四
年
青
・
の
な
か

　
　
　
　
で
、
簡
潔
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
、
一
一
三
－
四
べ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
◎

　
　
（
４
）
　
同
書
の
入
手
に
は
、
坂
本
和
一
教
授
の
お
手
数
を
煩
わ
し
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。



ニ
　
ミ
ズ
ー
リ
州
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
地
域
．

一
九
三
九
年

（
１
）
　
対
象
地
域
の
概
観

　
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
「
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
」
と
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
の
南
東
の
隅
に
１
位
置
し
、
南
を
テ
ネ
シ
ー
．
ア
ー
ヵ
ソ
ソ
ー
両
州

に
接
し
・
東
を
イ
リ
ノ
ィ
州
に
面
し
、
そ
の
形
状
か
ら
「
長
靴
の
か
か
と
一
葦
重
と
淫
れ
た
接
で
あ
る
一
第
一
図
参
照
一
。

経
済
地
理
学
上
こ
の
地
域
は
、
あ
の
肥
沃
な
ミ
シ
シ
ツ
ピ
川
デ
ル
タ
に
広
が
る
棉
作
ブ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
密
集
地
帯
の
北
端
部
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
と
は
、
奴
隷
制
の
北
辺
を
め
ぐ
る
あ
の
一
八
二
〇
年
の
妥
協
の
地
１
ー
ミ
ズ
ー
リ
州
の

一
角
に
、
再
び
せ
り
だ
し
て
き
た
南
部
ブ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
度
の
北
方
の
前
哨
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
元
来
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
氾
濫
原
で
あ
り
、
南
北
戦
争
後
も
森
林
の
お
い
茂
る
、
ほ
と
ん
ど
無
人
の
沼
沢
地
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
・
有
名
な
ヤ
ズ
ー
・
－
シ
シ
ツ
ピ
デ
ル
タ
の
開
発
が
本
格
化
す
る
の
が
、
一
八
八
○
年
頃
で
あ
る
が
、
こ
の
デ
ル
タ
地
帯
開
発
の

動
き
は
・
」
そ
の
後
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
沿
い
に
北
上
し
、
一
八
九
〇
年
頃
に
こ
の
地
域
の
開
発
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
開
発
方
式
は
・
ヤ
ズ
ー
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
デ
ル
タ
の
バ
タ
ー
ソ
の
ほ
ぼ
忠
実
な
再
現
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
最
初
に
製

材
資
本
に
よ
っ
て
森
林
資
源
が
伐
採
し
っ
く
さ
れ
、
例
に
よ
つ
て
森
林
貴
族
巨
げ
・
、
げ
叫
、
。
、
。
。
暴
の
よ
差
致
富
の
機
会
を
提

供
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
五
年
以
降
川
沿
い
に
、
数
百
マ
イ
ル
に
わ
た
っ
て
堤
防
が
築
か
れ
、
従
来
の
冠
水
地
帯
に
・
残
る
沼
沢
地
の

排
水
作
業
が
精
力
的
に
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
合
衆
国
に
残
る
最
後
の
本
格
的
フ
ロ
ソ
テ
イ
ァ
の
；
と
喧
伝
さ
れ
た
こ
の
地

域
は
、
し
だ
い
に
肥
沃
な
農
業
地
帯
に
　
　
例
に
よ
っ
て
暗
躍
す
る
土
地
投
機
資
本
に
莫
大
た
富
を
保
証
し
な
が
ら
、
変
貌
し
て
い

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
（
六
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）

イ
リ
ノ
イ

－キツタ
ンケ

ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル

ミ
ズ
ー
リ

●

ナイラロカスーノ
－シ

・
芥
テ

匡君ツエイアフ
〆
．．

ぴ

ナイ
一
フ

ス
　
ロウ
大
カ
↓

タルデピツシシ

ミ
、

’
ズヤ

アジー
ヨジ

で
バ
一
フ

ア
ｏ

ｏ
ｏ

■

タリロフ

■

６

メ
ン
フ
ィ
ス

　
ア
ー
カ
ン
ソ
ー

ミ
ガ
ヨ
…
姜
　
ミ
シ
シ
ッ
ピ

ヨ
コ
！

…
一

；
ヲ
一

ル
イ
ジ
ア
ナ

テ
キ
サ
ス

１ーつヒツシシ
ミ
、

ｏ
◎

１

図略部南国衆合図－第

　
　
　
　
一
五
八
（
六
二
〇
）

　
　
　
　
　
（
２
）

っ
た
の
で
あ
る
（
実
際
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
七
郡
内
の

農
業
不
適
地
は
、
一
九
三
〇
年
に
は
僅
か
三
％
ま
で

　
　
　
（
３
）

激
減
し
た
）
。

　
開
拓
に
は
巨
額
の
経
費
と
堤
防
維
持
費
を
要

す
こ
と
か
ら
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
も
ま
た
デ
ル
タ

全
域
の
通
則
ど
お
り
、
大
土
地
所
有
制
の
優
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

な
地
域
と
な
る
こ
と
は
避
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
大
土
地
所
有
の
実
権
を
握
っ
た

も
の
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
デ
ル
タ
ヘ
の
棉
花

害
虫
げ
◎
－
ミ
８
＜
－
の
襲
来
を
逃
れ
て
、
　
こ

の
未
汚
染
の
処
女
地
に
北
上
し
て
き
た
プ
ラ
ソ

タ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
た
ど
デ
ル
タ
地
帯
の
中
心
部
か
ら
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

量
の
小
作
農
が
誘
致
・
吸
引
さ
れ
、
深
南
部
と

ほ
と
ん
ど
同
一
の
型
の
「
小
作
」
制
（
シ
ヱ
ァ
ク

ロ
ヅ
ピ
ソ
グ
制
）
が
も
ち
こ
ま
れ
、
急
速
に
根
づ

く
結
果
と
た
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
代



凄
一
て
よ
う
や
く
・
こ
の
地
域
は
新
興
の
プ
一
フ
ソ
テ
ニ
ヨ
ソ
地
帯
に
成
長
す
る
わ
け
で
あ
る
一
第
二
図
参
照
一
。

実
際
・
棉
花
の
作
付
面
積
は
、
一
九
二
・
－
二
五
年
の
問
に
一
挙
に
一
；
倍
に
増
岬
、
一
九
一
一
。
年
代
に
は
ミ
ズ
、
リ
州
の

棉
花
生
産
の
ほ
と
ん
ど
一
九
八
・
菱
一
は
、
ブ
ゥ
ツ
ヒ
上
七
郡
が
独
占
す
る
に
至
つ
た
。

次
掲
の
一
九
三
五
年
の
統
計
に
よ
る
と
一
第
一
表
参
昭
一
一
、
小
作
農
場
は
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
、
ル
全
農
場
二
．
四
万
余
の
実
に
七
一
三
一

乏
達
し
て
お
り
・
特
に
－
シ
シ
一
ピ
川
沿
い
の
一
一
エ
ド
ー
ツ
ド
、
ミ
シ
シ
ツ
ピ
両
郡
で
は
九
・
姦
、
ペ
ミ
ス
コ
ツ
ト
郡
で

は
八
○
姦
と
い
う
高
率
で
あ
一
た
・
「
小
作
一
制
の
成
長
に
し
た
が
い
、
黒
人
餐
の
流
入
も
め
だ
っ
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
上

）年
３
５

１
９
（態実の

廿
禾

農ルヒソウブ表－第 場
％

１

農
率
１
９

０

６

１
８
３
３

■

人
比

１

５

６

０
１
６
４

１

２

１

黒
の

｝

の
％
幟
率
舳

６

７

４

０

８

１

７

４

●

●

●

●
　
　
・

３

９

９

１

３

９

１

Ｏ

７

８

８

８

７

６

６

５

、
レ
し
一
Ｌ
↓数

４

９

７
７
７

４
９
５
０

５

９

６

８

５

Ｏ

５

７

５

４

０

２
２

４
０
６
４
９

，

，

，

，

，

，

場

，

，

，

８

４

４

２

４

２

３

４

２

７

２

農

２－ク

郡
ド
ピ
ト
ト
ソ
ド
一

７

ツ

－

ツ

ツ

レ

リ

－

ノ

リ

コ

ツ

リ

□

“
ト

シ

ク 　
ラ
ダ

－

ヒ

マ

ス

コ

ツ
ト

ツ

－

ズ

シ
ミ

ソ
　
ト

ウ

ユ

～
、

ブ

ニ
ミ
ペ
ス
ダ
ス
バ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
三
郡
で
は
農
場
数
の
姦
一
二
六
工
一
％
一
を
占
め
て
い
た
。
と
く
に
黒
人
の
ぱ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
　
い
・
白
人
と
く
ら
べ
て
ク
ロ
ツ
バ
ー
や
農
業
賃
労
働
老
の
比
率
が
高
く
、
上
記
三
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆
黒
人
農
業
人
口
は
家
族
喜
め
、
ニ
ハ
、
二
二
〇
人
姦
え
、
農
業
総
合
の
約
姦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
Ｐ
　
度
に
達
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
　
　
な
お
こ
の
地
域
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
度
彫
成
に
か
ん
し
て
特
に
興
味
深
い
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
繰
棉
業
者
・
芸
；
昌
胃
の
果
し
た
重
蓋
役
割
で
あ
る
。
す
隻
三
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
年
代
以
降
の
棉
作
の
拡
大
と
と
芝
、
原
料
た
る
棉
花
を
確
保
－
支
配
す
る
た
め
、
繰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｓ
　
棉
業
者
た
ち
が
積
極
的
に
生
産
過
程
に
、
の
り
だ
す
傾
向
が
つ
よ
ま
つ
た
。
彼
ら
は
自
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
所
有
や
－
－
ス
を
介
し
て
、
直
接
広
大
な
土
地
の
経
営
権
姦
つ
た
一
た
と
え
ぱ
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
三
九
年
の
一
ニ
ド
ー
ツ
ド
郡
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
郡
の
全
農
場
面
積
の
詮
、
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜥
直
接
的
支
雫
に
あ
一
た
と
い
享
こ
う
し
て
自
ら
プ
ラ
ソ
亨
を
兼
ね
る
こ
と
に
な

地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
一
藤
岡
一
　
　
　
　
　
一
五
九
一
六
…



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
雷
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
一
六
二
二
一

つ
た
彼
ら
は
、
概
ね
直
営
、
賃
労
働
制
吉
も
小
作
農
に
棉
花
を
つ
く
ら
せ
る
方
を
好
ん
だ
一
小
作
制
プ
ラ
ソ
テ
七
¢
他
方
こ

れ
と
は
別
に
、
近
在
の
自
作
農
民
た
ち
の
棉
花
を
貨
幣
や
原
料
の
前
貸
関
係
を
介
し
て
取
得
す
る
問
接
的
方
法
も
広
く
と
ら
れ
ち

こ
う
し
て
ニ
ユ
、
マ
ド
”
一
ヅ
ド
郡
の
ぼ
あ
い
、
繰
棉
業
者
、
プ
ラ
ソ
タ
、
が
、
こ
の
郡
産
の
棉
花
の
半
分
近
－
を
、
直
接
・
問
接

に
支
配
、
取
得
し
た
と
い
う
。
最
終
の
仕
上
げ
工
程
を
担
う
資
本
家
が
、
中
問
工
程
の
小
生
産
者
を
間
屋
制
前
貸
の
諸
形
態
の
網
の

目
に
か
ら
め
と
つ
て
支
配
下
に
お
く
÷
う
の
は
、
す
で
に
工
業
諸
部
門
で
は
お
著
み
の
事
態
で
あ
る
が
・
こ
れ
と
酷
似
し
た
生

産
関
係
が
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
棉
作
の
ば
あ
い
に
も
展
開
し
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
地
主
階
級
の
土
地
清
掃
へ
の
転
換
と
小
作
農
運
動

　
○
　
全
般
的
状
況

ニ
ユ
上
ア
イ
ー
ル
期
に
轟
農
業
政
策
を
め
ぐ
つ
て
熾
烈
に
展
開
さ
れ
た
階
級
闘
争
の
詳
細
に
っ
い
て
は
・
別
稿
に
譲
る
と
し
て
・

こ
こ
で
は
以
下
の
行
論
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
、
ご
く
基
本
的
な
大
筋
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
。

シ
エ
ァ
ク
ロ
ツ
ピ
ン
グ
制
と
は
元
来
、
大
量
の
従
順
な
労
働
力
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
働
き
手
を
最
大
限
土
地
に
ひ
き
と

め
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
プ
ラ
ソ
タ
ー
は
、
霧
関
係
・
家
父
長
制
的
藩
・
体
罰
な
ど
可
能
た
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
て
、
小
作
農
を
自
已
の
土
地
に
ひ
き
と
め
よ
う
と
競
い
あ
っ
た
の
で
あ
る
・

と
こ
ろ
が
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
南
部
全
域
で
土
地
ひ
き
と
め
か
ら
土
地
追
い
た
て
の
方
向
に
：
フ
ラ
ソ
タ
ー
の
態
度
が
大

き
く
転
換
し
、
シ
エ
ア
ク
ロ
ヅ
ピ
ソ
グ
制
は
、
成
長
か
ら
衰
退
に
転
じ
は
じ
め
る
に
至
一
樽
っ
書
地
主
的
土
地
清
掃
伝
統

的
な
土
地
制
度
の
地
主
に
よ
る
地
主
の
た
め
の
破
壊
が
、
し
だ
い
に
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
◎



　
こ
の
転
換
は
、
主
と
し
て
次
の
三
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
第
一
点
は
、
農
業
の
機
械
化
・
集
約
化
か
ら
の
要
求
で
あ
る
。
農
業
調
整
法
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
の
作
付
制
限
政
策
に
よ
っ
て
促
進

さ
れ
た
生
産
力
上
昇
の
必
要
性
（
よ
り
狭
い
土
地
か
ら
よ
り
多
く
の
生
産
を
！
）
は
、
旧
式
の
技
術
と
孤
立
分
散
的
農
耕
を
特
徴
と
す
る

シ
ェ
ァ
ク
ロ
ピ
ヅ
ソ
グ
制
の
維
持
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
大
恐
慌
の
到
来
に
よ
る
大
量
の
失
業
者
群
の
出
現
は
、
土
地
ひ
き
と
め
に
・
よ
る
労
働
力
確
保
の
必
要
性
自
体
を
消
減
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
Ａ
Ａ
Ａ
の
作
付
制
限
等
の
補
償
金
独
占
の
思
わ
く
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
デ
イ
ー
ル
農
政
の
も
と
で
は
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ

ソ
を
小
作
制
に
－
よ
っ
て
経
営
す
れ
ぱ
補
償
金
を
小
作
農
と
分
げ
あ
う
義
務
が
生
じ
た
が
、
小
作
農
を
賃
労
働
者
に
お
き
か
え
て
直
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

す
れ
ば
、
そ
の
全
額
を
プ
ラ
ソ
タ
ー
が
独
占
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
地
主
の
土
地
清
掃
の
立
場
へ
の
転
換
に
と
も
な
い
、
逆
に
小
作
農
側
は
、
土
地
に
し
が
み
っ
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
強
め
た
。
次
の

指
摘
は
、
両
者
の
立
場
の
逆
転
ぶ
り
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ぬ
げ
め
の
な
い
ク
ロ
ツ
バ
ー
は
、
一
一
一
目
葉
た
く
み
に
プ

ラ
ソ
タ
ー
を
説
い
て
前
貸
額
を
ふ
や
さ
せ
、
収
穫
後
も
債
務
が
滞
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
債
務
を
残
し
た
者
を
プ
ラ
ソ
タ
ー
は
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

も
や
お
い
た
て
ま
い
と
い
う
思
わ
く
に
も
と
づ
い
て
。
」

　
さ
て
一
九
三
〇
年
代
は
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
の
搾
取
・
抑
圧
に
抗
し
て
、
小
作
農
た
ち
の
運
動
が
未
曽
有
の
勢
い
で
燃
え
あ
が
っ
た
時

期
で
も
あ
る
。
た
と
え
ぽ
一
九
三
一
年
六
月
、
合
衆
国
共
産
党
の
強
い
影
響
下
で
結
成
さ
れ
た
Ｃ
○
｝
、
、
。
Ｏ
、
。
署
。
、
・
つ
。
Ｃ
箏
－
。
目
（
ｃ
．
Ｏ
Ｏ
）

は
・
タ
プ
ラ
ー
サ
郡
キ
ャ
ソ
プ
ヒ
ル
や
リ
ー
ル
タ
ウ
ソ
で
の
苛
烈
た
弾
圧
事
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ラ
バ
マ
黒
土
地
帯
周
辺
の
黒

人
小
作
農
の
問
に
深
く
浸
透
し
博
差
ア
ー
カ
ソ
ソ
ー
州
北
東
部
で
生
じ
た
ク
一
ツ
バ
ー
四
〇
家
族
の
追
い
た
て
事
件
を
契
讐
、

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
一
（
六
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
ニ
（
六
二
四
）

杜
会
党
の
援
助
を
得
て
三
四
年
七
月
に
結
成
さ
れ
た
ｏ
ｏ
◎
暮
亭
昌
宗
§
暮
司
胃
昌
胃
の
、
Ｏ
巨
旨
（
ｃ
・
弓
・
ｑ
）
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
一
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

ル
タ
周
辺
部
に
強
力
た
低
抗
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
若
干
の
個
性
差
を
も
ち
つ
つ
も
、
土
地

追
い
た
て
の
阻
止
１
－
小
作
権
の
拡
充
を
要
求
し
た
り
、
小
作
制
の
廃
止
と
い
う
農
氏
的
土
地
革
命
の
ス
回
－
ガ
ソ
を
か
か
げ
た
点
で

　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

は
共
通
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
も
は
や
小
作
制
の
破
壊
の
是
非
で
は
な
く
、
そ
の
破
壊
の
具
体
的
方
法
を
め
ぐ
る
闘
争
　
　
す

な
わ
ち
そ
の
地
主
的
破
壊
１
－
地
主
的
土
地
清
掃
の
路
線
と
、
そ
の
農
民
的
破
壊
Ｈ
土
地
革
命
の
路
線
と
の
対
立
が
、
歴
史
の
前
面
に

お
し
だ
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
◎
　
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
事
態

　
新
興
の
こ
の
地
帯
で
も
小
作
農
の
土
地
追
い
た
て
事
件
は
、
（
他
地
域
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
て
）
一
九
三
七
年
頃
を
境
に
大
規
模
に
発

生
し
は
じ
め
た
。
た
と
え
ば
三
七
年
に
は
、
ｏ
ｏ
岸
ｏ
ｇ
ｇ
周
辺
で
二
一
家
族
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ソ
の
東
七
マ
イ
ル
の
考
着
暮
で
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

家
族
た
ど
、
大
量
の
土
地
追
い
た
て
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
第
二
図
参
照
）
。

　
さ
ら
に
翌
三
八
年
に
な
る
と
事
態
は
急
激
に
深
刻
化
し
、
追
い
た
て
の
波
は
劇
的
た
高
ま
り
を
み
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
三
八
年

度
の
こ
の
新
事
態
は
、
同
年
か
ら
作
付
制
限
補
償
金
の
シ
ェ
ァ
ク
回
ツ
バ
ー
へ
の
配
分
割
合
が
二
五
劣
か
ら
五
〇
％
に
ひ
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
と
直
接
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
農
業
調
整
法
の
改
正
は
、
い
わ
ほ
跡
亦
小
や
い
ば
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
ク
ロ
ッ
パ
ー

の
小
作
権
が
比
較
的
強
く
認
め
ら
れ
て
い
た
高
南
部
諸
地
域
な
ど
で
は
、
こ
の
改
正
は
確
か
に
ク
ロ
ツ
バ
ー
側
の
地
歩
を
あ
る
程
度

強
め
る
の
に
役
だ
っ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
プ
ラ
ソ
タ
ー
が
、
全
能
に
近
い
権
力
を
ふ
る
う
深
南
部
の
ブ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ

地
帯
で
は
、
こ
の
改
正
は
、
逆
に
ク
ロ
ツ
バ
ー
を
賃
労
働
者
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
償
金
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ソ
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交
錯
（
藤
岡
）

　
身
　
孫
　
号
．
＼
６
１

　
道
　
国

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
外

観概の郡７ルーヒツウブ図２第

タ
ー
側
の
姿
勢
を
強
め
た
に
す
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

後
者
の
煩
向
は
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル

の
よ
う
に
家
父
長
制
的
関
係
の
比

較
的
希
薄
な
新
興
地
帯
で
は
、
い

っ
そ
う
赤
裸
々
に
あ
ら
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
の
猛
運
動

に
よ
っ
て
、
補
償
金
独
占
め
あ
て

の
小
作
農
追
い
た
て
は
、
違
法
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

為
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
は
い
た
。

し
か
し
小
作
農
が
政
治
的
無
権
利

状
態
に
お
か
れ
て
い
た
地
域
で
は
、

こ
の
禁
止
規
定
も
ま
た
、
実
際
上

無
力
な
空
文
句
に
近
い
も
の
で
あ

　
っ
た
。
な
普
な
ら
プ
ラ
ソ
タ
ー
階

級
の
執
勘
な
ま
き
か
え
し
の
結
果
、

一
六
三
（
六
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
四
（
六
二
六
）

現
実
に
小
作
農
追
い
た
て
が
生
じ
た
ば
あ
い
、
こ
れ
が
上
記
禁
止
規
定
に
該
当
す
る
違
法
行
為
か
、
そ
れ
と
も
「
真
に
や
む
を
え
ぬ
」

事
由
に
も
と
づ
く
適
法
の
も
の
か
の
最
終
的
判
断
は
、
．
現
地
の
郡
委
員
会
（
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
地
帯
で
は
事
実
上
ブ
ラ
ソ
タ
ー
の
独
裁
的

機
関
）
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
ま
た
し
て
も
地
方
分
権
主
義
の
勝
利
／
）
。

　
こ
う
し
て
土
地
追
い
た
て
の
免
罪
符
を
手
に
し
た
プ
ラ
ソ
タ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
三
八
年
末
の
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
に
は
空
前
の
規
模

の
土
地
追
い
た
て
が
、
せ
ま
り
き
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
抵
抗
主
体
の
成
長

　
前
述
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
は
、
三
五
年
秋
の
棉
摘
み
ス
ト
の
高
揚
、
三
六
年
五
～
七
月
の
除
草
ス
ト
の
苦
闘
や
一
連
の
追
い
た
て
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

闘
争
の
展
開
の
な
か
で
、
次
第
に
そ
の
勢
威
を
高
め
（
三
九
年
に
は
、
ア
ー
ヵ
ン
ソ
ー
州
を
中
心
に
公
称
組
合
員
三
・
五
万
人
以
上
に
成
長
）
・

そ
の
影
響
は
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
に
も
及
ん
だ
。

　
こ
の
地
域
で
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動
の
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
ウ
ィ
ツ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
○
ミ
彗
甲
オ
巨
＄
ｏ
巨
（
Ｈ
◎
・
竃
１
）
と

い
う
黒
人
シ
ェ
ァ
ク
ロ
リ
パ
ー
で
あ
っ
た
。
有
能
な
組
織
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
巡
回
説
教
師
と
い
う
副
業
を
利
用
し
て
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー

ル
全
域
を
ま
わ
り
、
三
八
年
末
に
は
、
二
〇
支
部
五
〇
〇
〇
人
の
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
組
織
を
っ
く
り
あ
げ
た
と
い
わ
れ
繍
）
（
彼
は
・
三
七
年
Ｓ

Ｔ
Ｆ
Ｕ
の
副
会
長
に
な
り
、
同
年
Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
農
業
関
連
産
業
を
包
括
す
る
組
合
組
織
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
に
、
翌
年
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ガ

加
入
す
る
と
、
後
者
の
副
会
長
に
も
就
任
し
た
）
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
地
域
に
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動
の
発
展
を
助
げ
た
二
っ
の
独
特
な
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
っ
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動

を
保
護
．
支
援
す
る
異
色
の
ブ
ラ
ソ
タ
ー
　
　
ミ
シ
シ
ツ
ピ
郡
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ソ
に
住
み
、
一
千
エ
ィ
カ
の
土
地
と
二
〇
家
族
の
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

ロ
ツ
バ
ー
を
有
す
る
Ｔ
．
ス
ノ
ウ
弓
ぎ
ｑ
ｃ
ｏ
９
奉
の
存
在
で
あ
る
。
北
部
出
身
の
リ
ベ
ラ
ル
な
文
筆
家
で
あ
り
、
「
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル



の
哲
人
」
と
も
呼
ぼ
れ
た
彼
は
、
北
部
に
近
接
し
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
の
支
配
力
が
そ
れ
ほ
ど
強
固
で
は
な
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し

て
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動
の
積
極
的
な
宣
伝
者
・
保
護
者
と
な
っ
た
。

　
い
ま
一
つ
の
有
利
な
条
件
は
、
連
邦
政
府
の
農
場
保
障
局
句
胃
昌
Ｃ
０
８
一
、
－
耳
ト
Ｐ
邑
、
－
乙
。
け
、
叫
饒
。
旨
（
易
声
）
が
、
全
国
九
九
ヵ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

で
実
施
し
た
自
作
農
創
設
事
業
の
一
っ
が
、
こ
の
地
域
で
も
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
三
七
年
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
っ
て
、

ニ
ュ
ー
マ
ド
リ
ッ
ド
郡
ラ
フ
ォ
ー
ジ
ュ
地
区
で
六
、
七
〇
〇
エ
イ
カ
の
土
地
が
購
入
さ
れ
、
白
人
六
〇
家
族
、
黒
人
四
〇
家
族
の
小
作

農
た
ち
が
↓
齢
ｐ
収
容
さ
れ
た
（
人
種
隔
離
原
則
へ
の
挑
戦
！
）
。
こ
う
し
て
彼
ら
の
自
作
農
化
を
漸
進
的
に
は
か
る
進
歩
的
事
業
（
通

称
ラ
・
フ
ォ
ー
ジ
ュ
計
画
９
句
◎
お
ｏ
卑
〇
一
邑
）
が
始
ま
り
、
地
域
支
配
層
の
敵
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
成
功
ぶ
り
に
は
目
覚
し

い
も
の
が
あ
っ
唱
そ
し
て
こ
の
事
業
の
管
理
青
・
ベ
イ
シ
；
婁
団
§
・
二
助
け
ら
れ
て
一
二
七
年
以
降
、
ウ
イ
ツ
ト
フ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

ー
ル
ド
自
身
が
こ
の
地
に
居
を
移
す
な
ど
、
こ
の
事
業
体
全
体
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
　
公
道
沿
い
の
す
わ
り
こ
み
デ
モ
の
展
開

　
作
付
制
限
補
償
金
の
配
分
割
合
を
改
め
た
新
農
業
調
整
法
の
も
と
で
、
予
想
ど
お
り
三
八
年
末
か
ら
三
九
年
初
に
か
げ
て
、
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

追
い
た
て
の
動
き
は
津
波
の
よ
う
な
高
ま
り
を
み
せ
た
。
小
作
農
を
追
い
た
て
る
ぽ
あ
い
、
一
〇
日
問
の
猶
予
っ
き
の
追
い
た
て
通

告
を
一
月
一
日
に
発
す
る
の
が
、
こ
の
地
域
の
慣
例
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
ツ
ト
フ
イ
ー
ル
ド
の
推
定
に
よ
る
と
、
三
九
年
の
元
旦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

「
一
〇
目
以
内
の
退
去
」
を
通
告
さ
れ
た
小
作
農
は
、
実
に
九
〇
〇
家
族
に
１
の
ぽ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
未
曽
有
の
追
い
た
て
の
切
迫
を
察
知
し
て
い
た
ウ
イ
ヅ
ト
フ
イ
ー
ル
ド
ら
は
セ
ソ
ト
ル
ィ
ス
に
赴
き
、
・
ア
ラ
バ
マ

の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
で
共
産
党
員
で
あ
っ
た
Ａ
・
マ
ー
フ
イ
ヒ
く
暮
ｏ
耳
ら
と
協
議
を
重
ね
、
追
い
た
て
の
不
当
性
と
惨
状

　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
（
六
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
六
（
六
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

を
全
米
に
知
ら
せ
る
た
め
、
非
暴
力
で
整
然
と
し
た
公
道
上
の
す
わ
り
こ
み
ス
ト
ラ
ィ
キ
隼
ｑ
◎
ミ
■
の
巨
ぎ
を
決
行
す
る
方
針

を
固
め
て
い
た
。
十
二
月
の
あ
る
教
会
で
の
集
会
の
席
上
、
ウ
ィ
ツ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
説
い
た
。
　
「
ど
う
せ
飢
え
ね
ば
な
ら
た
い
の

な
ら
、
公
衆
の
面
前
で
、
潔
く
飢
え
よ
う
で
は
な
い
か
！
」
と
。
こ
の
方
針
に
秘
密
裡
に
　
　
当
時
不
仲
を
深
め
て
い
た
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ

本
部
に
も
秘
密
に
、
小
作
農
杜
会
の
す
み
ず
み
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
三
九
年
一
月
九
目
夜
か
ら
十
日
朝
に
か
げ
て
、
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
事
前
に
集
結
点
は
、
国
道
弓
９
雲
答
事
章
六
〇
号
線

と
六
一
号
線
ぞ
い
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（
第
二
図
参
照
）
。
十
目
の
昼
頃
に
は
、
す
で
に
参
加
者
は
一
、
○
○
○
人
以
上
に
膨
れ
あ
が

り
、
道
路
ぞ
い
は
半
分
こ
わ
れ
た
自
動
車
・
古
ぼ
げ
た
馬
車
・
家
財
遣
具
の
っ
ま
っ
た
古
ト
ラ
ツ
ク
で
、
ご
っ
た
が
え
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

　
警
察
筋
の
報
告
に
よ
る
と
、
参
加
者
は
最
終
的
に
は
、
約
三
三
〇
家
族
、
一
、
三
〇
七
人
に
達
し
た
。
彼
ら
は
、
二
つ
の
国
道
の

交
叉
点
ｃ
っ
寿
ｏ
の
８
、
を
中
心
に
二
ニ
カ
所
の
キ
ャ
ソ
プ
に
分
れ
て
す
わ
り
こ
ん
だ
。
　
「
旦
雇
い
」
と
し
て
な
ら
雇
っ
て
や
ろ
う
と
い

　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

う
フ
ラ
ソ
タ
ー
の
誘
い
を
拒
否
し
て
こ
の
行
動
に
参
加
し
た
ク
ロ
ツ
バ
ー
も
少
く
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
賃
労
働
者
へ
の
転
掛
か
掛

、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

否
し
、
小
作
農
と
し
て
の
救
済
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ソ
プ
の
模
様
に
っ
い
て
、
著
者
は
こ
う
描
写
し
て
い
る
。
　
「
車
の
あ
る
者
は
そ
こ
で
眠
る
こ
と
が
で
き
た
。
女
子
供
や
老
人

は
優
先
的
に
そ
こ
で
休
め
た
。
無
蓋
の
ト
ラ
ツ
ク
も
寝
場
所
と
な
り
、
そ
の
上
に
ベ
ツ
ト
や
コ
ー
ソ
皮
の
つ
ま
っ
た
マ
ッ
ト
レ
ス
が

も
ち
こ
ま
れ
た
。
車
を
も
た
ぬ
者
は
皆
、
地
面
に
じ
か
に
マ
ツ
ト
レ
ス
や
毛
布
を
敷
い
て
寝
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
じ
め
じ
め
し

た
地
面
か
ら
の
湿
気
を
到
底
ふ
せ
ぎ
き
れ
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
焚
き
火
を
か
こ
ん
で
夜
を
あ
か
し
〔
賛
美
歌
や
霊
歌
を
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

た
っ
て
〕
、
身
を
く
た
く
た
に
さ
せ
て
、
初
め
て
眠
り
が
と
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
」

　
一
月
一
二
日
に
は
、
冷
雨
が
ふ
り
だ
し
た
。
夜
に
入
る
と
雪
に
変
り
、
翌
朝
あ
た
り
一
面
は
銀
世
界
と
な
っ
た
。
氷
点
下
に
近
い



寒
気
の
た
か
で
粛
然
と
っ
づ
く
シ
ェ
ァ
ク
ロ
ツ
バ
ー
の
す
わ
り
こ
み
ス
ト
ラ
イ
キ
　
　
こ
の
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト
は
、
異
常
な
劇
的
効
果

を
う
み
だ
し
た
。
全
米
の
関
心
は
、
こ
の
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
一
角
に
１
す
い
よ
せ
ら
れ
、
全
国
的
な
救
援
活
動
が
組
織
さ
れ
始
め
た
。

　
他
方
・
直
後
の
狼
狽
か
ら
ぬ
げ
だ
し
た
プ
ラ
ソ
タ
ー
た
ち
は
、
郡
ご
と
に
大
会
を
開
き
、
こ
の
運
動
は
外
部
の
騒
動
屋
の
し
わ
ざ

に
相
違
な
く
、
小
作
農
た
ち
に
四
〇
エ
イ
ヵ
の
土
地
を
与
え
る
・
あ
の
忌
わ
し
い
土
地
革
命
の
徴
侯
で
あ
る
と
し
て
、
警
戒
を
呼
び

か
げ
樗

　
っ
い
に
五
目
目
の
一
月
十
四
日
、
州
権
力
が
発
動
さ
れ
、
公
衆
の
面
前
か
ら
こ
の
惨
状
を
隠
す
作
業
が
始
ま
っ
た
。
警
察
は
力
づ

く
で
キ
ャ
ソ
プ
を
と
り
こ
わ
し
た
。
そ
し
て
退
去
を
拒
否
し
た
大
多
数
の
ク
ロ
ツ
バ
ー
た
ち
は
、
二
四
台
の
ト
ラ
ツ
ク
に
お
し
こ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

ら
れ
、
人
眼
に
つ
か
ぬ
場
所
数
カ
所
に
移
送
１
１
収
容
さ
れ
る
結
果
と
た
っ
た
。

（
４
）
　
運
動
の
結
末

　
○
　
ク
ロ
ッ
パ
ー
ヴ
ィ
ル
の
自
力
建
設

　
こ
の
問
・
白
人
暴
徒
の
リ
ソ
チ
を
逃
れ
て
、
セ
ソ
ト
ル
ィ
ス
か
ら
運
動
を
指
揮
し
て
い
た
ウ
イ
ツ
ト
フ
イ
ー
ル
ド
ら
は
、
い
き
場

所
の
な
い
ク
ロ
ッ
バ
ー
を
収
容
す
る
た
め
、
ラ
・
フ
オ
ー
ジ
、
一
方
式
の
協
同
農
場
を
新
た
に
っ
く
ろ
う
と
試
み
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
・
当
時
の
南
部
農
民
運
動
を
め
ぐ
る
杜
会
・
共
産
両
党
問
の
対
立
激
化
（
後
述
）
の
あ
お
り
を
う
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
政
府

機
関
を
動
か
し
広
大
な
土
地
を
確
保
す
る
に
ー
は
、
な
お
力
不
足
で
あ
っ
た
。
結
局
、
共
産
党
や
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
側
の
援
助
で
進
め

ら
れ
た
募
金
・
救
援
運
動
の
結
果
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
西
部
の
勺
◎
君
Ｈ
胃
団
巨
申
近
く
に
（
第
２
図
参
照
）
、
九
〇
エ
ィ
カ
の
土
地
が
購
入

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
州
権
力
に
よ
っ
て
隔
離
「
保
護
」
さ
れ
て
い
た
小
作
農
た
ち
の
う
ち
、
黒
人
八
○
家

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
（
六
二
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
（
六
三
〇
）

族
、
白
人
一
五
家
族
が
ひ
き
と
ら
れ
、
ひ
と
ま
ず
六
月
十
七
目
に
こ
の
地
に
入
植
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
入
植
地
の
規
模
か
ら
い
っ
て
、
運
動
参
加
者
の
希
求
し
た
よ
う
た
農
民
的
自
立
の
不
可
能
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ク
ロ

ツ
バ
ー
ヴ
ィ
ル
９
◎
署
９
く
昌
¢
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
地
は
、
彼
ら
が
賃
仕
事
に
で
か
げ
る
た
め
の
生
活
拠
点
以
上
の

も
の
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
所
で
の
生
活
の
メ
ド
が
っ
い
た
者
か
ら
、
次
第
に
た
ち
去
っ
て
い
き
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

後
こ
の
地
の
居
住
者
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
支
配
層
の
政
策
転
換

　
三
九
年
末
が
近
づ
く
に
っ
れ
て
、
ブ
ゥ
ツ
ヒ
ー
ル
一
帯
に
は
再
び
不
穏
な
空
気
が
み
な
ぎ
り
は
じ
め
た
。
　
「
四
〇
年
一
月
に
は
一
、

五
〇
〇
人
が
追
い
た
て
ら
れ
る
」
と
い
う
う
わ
さ
が
と
び
か
っ
た
。
こ
の
時
、
す
で
に
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
か
ら
分
離
し
て
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ

に
直
接
結
集
し
て
い
た
、
、
、
ズ
ー
リ
州
の
小
作
農
組
織
は
、
　
「
大
量
追
い
た
て
に
は
再
度
公
道
す
わ
り
こ
み
で
対
抗
せ
よ
」
と
い
う
ビ

ラ
．
ち
ら
し
を
小
作
農
杜
会
に
大
量
に
散
布
し
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
側
に
警
告
を
発
し
た
。
一
枚
の
ビ
ラ
は
、
こ
う
訴
え
て
い
る
。
　
「
ブ

ラ
ソ
タ
ー
は
、
ク
ロ
ツ
バ
ー
を
放
逐
匡
鼻
◎
鼻
し
た
お
か
げ
で
二
倍
の
支
払
を
う
げ
、
逆
に
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
無
一
文
と
な
る
。
こ

れ
が
ま
っ
と
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
ク
回
ツ
バ
ー
に
と
っ
て
、
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

デ
ィ
ー
ル
と
は
『
ひ
ど
い
扱
い
』
射
四
事
Ｕ
＄
Ｈ
を
意
味
す
る
！
」
と
。

　
こ
の
事
態
を
ま
え
に
、
州
当
局
は
積
極
的
た
介
入
に
転
じ
た
。
第
一
に
ス
タ
ー
ク
州
知
事
は
、
闘
争
を
激
発
さ
せ
る
よ
う
な
大
量

の
一
斉
お
い
た
て
を
な
る
た
げ
抑
制
す
る
こ
と
、
や
む
１
を
え
ぬ
ぼ
あ
い
で
も
追
い
た
て
期
目
を
二
月
一
日
ま
で
延
期
す
る
よ
う
、
プ

ラ
ソ
タ
ー
杜
会
に
懇
請
し
、
闘
争
の
再
発
を
防
い
だ
。

第
二
に
、
連
邦
政
府
や
ア
ー
カ
ソ
ソ
ー
州
な
ど
の
先
例
に
な
ら
い
、
小
作
制
問
題
の
解
決
方
針
の
策
定
機
関
と
し
て
、
知
事
任
命



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

の
「
地
主
ー
シ
ェ
ア
ク
ロ
ッ
パ
ー
問
題
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

他
方
こ
の
問
、
事
態
の
推
移
と
と
も
に
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
側
は
次
第
に
、
従
来
の
農
場
保
障
局
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
敵
視
の
態
度
を
改
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

闘
争
の
抑
制
と
土
地
清
掃
の
円
滑
化
の
た
め
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
積
極
的
利
用
も
辞
さ
ぬ
方
向
に
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
「
地

主
ー
シ
ェ
ア
ク
ロ
ッ
パ
ー
問
題
委
員
会
」
は
、
概
ね
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
主
導
下
で
進
め
ら
れ
、
四
〇
年
二
月
に
は
、
新
た
な
解
決
方
針
を
策

定
す
る
に
至
っ
た
。

　
新
方
針
の
核
心
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
プ
ラ
ソ
タ
ー
か
ら
若
干
の
土
地
の
提
供
を
う
げ
、
そ
こ
に
・
公
費
で
賃

労
働
者
用
住
宅
を
建
設
し
て
、
路
頭
に
さ
ま
よ
う
小
作
農
（
調
査
の
結
果
、
対
象
者
は
四
〇
年
二
月
現
在
九
二
五
家
族
と
見
積
ら
れ
て
い
た
）

を
可
能
な
か
ぎ
り
収
容
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
方
針
に
た
っ
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
最
大
の
事
業
が
、
デ
ル
モ
住
宅
計
画
Ｏ
．
Ｈ
冒
。
｝
。
昌
、
勺
、
。
一
。
。
叶
　
五
〇
戸
か
ら
七

五
戸
か
ら
な
る
労
働
者
用
住
宅
（
四
〇
エ
ィ
ヵ
な
ら
ぬ
一
エ
ィ
ヵ
の
菜
園
っ
き
）
群
を
建
設
し
、
ク
ロ
ツ
バ
ー
た
ち
に
低
家
賃
で
貸
付
け

よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
遜
こ
の
よ
差
デ
ル
モ
住
宅
は
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
で
一
〇
カ
所
建
設
さ
れ
、
四
一
年
か
ら
入
票
始
ま
つ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
に
土
地
清
掃
の
動
き
を
容
認
１
１
前
提
し
た
う
え
で
、
追
い
た
て
ら
れ
た
小
作
農
を
賃
労
働
者
と
し
て
救
済
す
る
こ
と

　
　
こ
れ
が
新
方
針
の
際
だ
っ
た
特
徴
で
あ
っ
た
。
事
実
、
著
者
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
「
デ
ル
モ
住
宅
計
画
の
背
景
に
・
は
、
プ
ラ

ソ
タ
ー
と
農
業
労
働
者
の
問
の
共
存
共
栄
と
い
う
思
思
が
あ
る
。
住
居
っ
き
の
農
業
労
働
者
が
い
る
お
か
げ
で
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
は
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

定
し
た
労
働
力
供
給
を
約
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」

　
　
運
動
の
限
界

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
（
六
三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
六
三
二
）

　
ａ
　
地
主
的
土
地
清
掃
の
貫
徹

　
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
に
お
げ
る
こ
の
闘
争
に
よ
っ
て
も
、
ブ
ラ
ソ
タ
ー
的
大
土
地
所
有
を
多
少
と
も
大
観
模
に
細
分
す
る
土
地
革
命
は

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
ま
た
、
土
地
追
い
た
て
の
違
法
性
判
断
を
、
事
実
上
現
地
の
プ
ラ
ソ
タ
ー
層
に
委
ね
た
農
業
調
整
法

の
「
尻
ぬ
げ
条
項
」
　
　
小
作
農
の
怨
嵯
の
ま
と
で
あ
っ
た
こ
の
条
項
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
闘

争
の
結
果
、
追
い
た
て
に
伴
う
杜
会
的
摩
擦
の
若
干
の
軽
減
措
置
は
か
ち
え
た
と
し
て
も
、
土
地
清
掃
の
進
展
と
い
う
基
本
方
向
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
実
際
、
四
〇
年
度
に
も
相
当
規
模
の
追
い
た
て
事
件
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

発
し
た
し
、
そ
の
後
も
土
地
清
掃
は
問
断
な
く
進
行
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

　
事
態
の
総
括
的
結
果
に
つ
い
て
、
一
九
四
三
年
に
連
邦
議
会
の
席
上
、
あ
の
「
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
哲
人
」
Ｔ
・
ス
ノ
ウ
は
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侵

よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
「
私
の
住
む
ミ
シ
シ
ヅ
ピ
郡
に
即
し
て
お
話
し
し
ま
す
と
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭

程
榊
　
　
　
軌
。
撤
　
に
は
・
棉
花
の
九
割
は
シ
一
ア
ク
一
一
ピ
ソ
グ
制
で
っ
く
ら
れ
・
日
雇
労
働
は
一
割

過
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
　
り

警
　
　
　
顯
舳
に
す
ぎ
喜
ん
で
し
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
比
率
は
完
全
に
逆
転
し
て
い
ま
弍
つ

鷺
　
　
　
　
ユ
…
　
ま
り
今
で
は
、
私
の
郡
の
棉
花
の
九
割
は
、
旦
雇
労
働
で
栽
培
さ
れ
、
シ
一
ア
ク
ロ

制
け
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
則
ｗ
ｗ
　
　
　
（
４
３
）

作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
鮎
帆
帆
　
　
ツ
ピ
ン
グ
制
部
分
は
僅
か
一
割
だ
け
と
い
う
有
様
で
す
。
」

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
０
蝸
蝸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
蝸
映
映
　
　
　
第
二
表
は
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ト
ル
の
小
作
制
度
の
清
掃
Ｈ
崩
壊
過
程
を
概
観
し
た
も
の

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
２
５
９
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
む
９
９

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ｐ
ユ
ユ
　
　
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
〇
～
三
五
年
の
問
は
、
小
作
農
数
の
徴
増
の
事
実
に

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
小
作
制
度
は
ま
だ
比
較
的
安
定
し
て
い
た
こ
と
、
小
作
農
数
の

　
）
備
パ
一
Ｂ
１
（

劣
３
　
６
　
５
　
４
　
１
　
７
７
・
３
．
０
・
Ｌ
　
７
一
７
・
７
　
７
　
６
　
５
　
４
　
２

　
徽
腿
（
＼
　
４
１

　
徽
ひ
り
鰯
１



減
少
は
三
五
年
以
降
本
格
化
し
、
以
後
雪
崩
の
よ
う
な
勢
い
で
、
こ
の
過
程
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
五
九
年
の
小
作

農
数
は
・
三
五
年
当
時
の
わ
ず
か
％
強
に
１
激
滅
し
、
六
九
年
に
な
る
と
、
か
っ
て
の
小
作
農
八
人
の
う
ち
七
人
ま
で
は
一
掃
Ｈ
消
減

さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
ｂ
　
杜
共
の
分
裂
と
闘
争
の
衰
退

　
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
で
燃
え
あ
が
っ
た
低
抗
運
動
の
目
々
は
ま
た
、
南
部
農
民
運
動
を
め
ぐ
る
杜
会
．
共
産
両
党
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
と
Ｕ
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
の
対
立
が
決
定
的
な
破
局
に
突
入
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
．
Ｌ
二
、
、
ツ
チ
エ
ル
ら
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
杜

会
党
系
指
導
部
は
、
組
織
の
っ
と
り
の
不
信
感
か
ら
三
八
年
一
二
月
末
に
．
共
産
党
系
指
導
者
の
除
名
を
お
こ
な
い
、
翌
三
九
年
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
す
る
に
至
る
、
等
ヵ
。
こ
れ
に
た
い
し
て
黒
人
組
合
員
の
多
数
や
、
、
、
ズ
ー
リ
．
オ
ク
ラ
ホ
マ

両
州
の
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
組
織
が
、
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
側
の
新
組
織
に
移
行
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
連
合
勢
力
が
、
最

高
の
組
織
勢
力
を
有
し
て
い
た
・
こ
の
時
期
に
。
、
南
部
農
民
・
農
業
労
働
運
動
は
ほ
ぼ
真
二
つ
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

　
両
勢
力
の
戦
略
戦
術
の
評
価
や
分
裂
の
是
非
に
た
ち
入
る
こ
と
は
、
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
次
の
点
を
確
認
し
て
お

げ
ぱ
足
り
る
。
深
刻
な
分
裂
抗
争
の
渦
中
で
、
両
組
織
の
払
っ
た
犠
牲
は
余
り
に
も
大
き
く
傷
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
土
地
国
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

１
農
民
的
土
地
革
命
の
綱
領
を
か
か
げ
て
、
組
合
員
数
四
万
人
近
く
に
１
ま
で
急
成
長
を
と
げ
、
全
国
的
労
働
運
動
Ｃ
Ｉ
Ｏ
ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
の
合
同
に
１
よ
っ
Ｌ
一
層
の
飛
躍
を
め
ざ
し
て
い
た
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
は
、
内
紛
の
た
か
で
一
挙
に
そ
の
メ
ソ
バ
ー
の
％
を
失
い
、

そ
の
後
も
衰
退
を
つ
づ
げ
た
。
他
方
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
側
の
南
部
へ
の
影
響
力
も
、
致
命
的
な
打
撃
を
こ
う
む
ら
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

え
な
か
っ
た
・
そ
し
て
こ
の
事
情
が
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
運
動
展
開
に
も
決
定
的
に
不
利
た
条
件
と
た
っ
た
こ
と
ぷ
、
も
は
や
多
一
一
一
一
口

を
要
し
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
都
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
（
六
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
一
七
二
（
六
三
四
）

　
地
主
層
が
自
ら
古
い
土
地
関
係
の
破
壊
に
の
り
だ
し
始
め
た
一
九
三
〇
年
代
は
、
農
民
的
土
地
革
命
の
成
就
に
と
っ
て
恐
ら
く
最

　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

後
の
機
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
の
分
裂
・
衰
退
に
よ
っ
て
土
地
革
命
の
主
体
的
条
件
は
・
大
き
な
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
事
実
上
、
一
九
三
九
年
の
こ
の
ミ
ズ
ー
リ
の
公
道
す
わ
り
こ
み
運
動
を
も
っ
て
、
地
主
的
土
地
清

掃
の
進
行
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
大
規
模
な
組
織
的
低
抗
は
幕
を
と
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
最
強
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
帝
国
の
開
発
Ｈ
建
設
に
つ
い
て
は
、
射
・
■
・
串
彗
睾
◎
Ｐ
ｏ
ミ
§
き
慧
§
県
§
～
き
ミ
９
ミ
ミ
ト

　
　
　
　
婁
吻
、
。
ミ
県
き
、
ぎ
～
ｓ
ミ
豪
豪
嘗
“
皇
ぎ
」
ざ
§
尋
§
ミ
§
ミ
§
ぎ
§
～
『
ミ
～
き
“
き
ｏ
§
ぎ
言
宕
雪
を
参
照
。

　
　
（
２
）
　
こ
れ
ら
の
諸
点
に
っ
い
て
は
、
■
・
Ｏ
彗
ざ
■
ト
ぎ
Ｎ
亀
§
、
◎
き
～
、
ミ
邑
き
ミ
§
§
、
掌
～
ミ
豪
ｏ
ミ
“
婁
ミ
ミ
ミ
ｂ
ミ
オ
§
雰
ミ
～

　
　
　
　
黒
§
§
ぎ
“
“
§
県
Ｈ
８
ｐ
Ｈ
ｏ
§
暑
』
～
べ
を
参
照
。

　
　
（
３
）
皇
寧
Ｐ
ｏ
．

　
　
（
４
）
　
た
と
え
ぱ
一
九
三
九
年
の
農
場
保
障
局
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
ブ
ウ
ソ
ヒ
ー
ル
七
郡
の
全
農
地
面
積
の
％
は
・
五
〇
〇
エ
イ

　
　
　
　
カ
以
上
の
大
土
地
所
有
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
（
§
ト
ｐ
ｏ
・
）

　
　
（
５
）
　
一
九
四
〇
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
マ
ド
リ
ツ
ド
郡
在
住
の
九
九
人
の
シ
ェ
ア
ク
ロ
ヅ
パ
ー
の
生
地
調
査
に
よ
る
と
、
ミ
シ
シ
ヅ

　
　
　
　
ピ
．
ア
ー
ヵ
ソ
ソ
ー
．
テ
ネ
シ
ー
の
三
州
の
出
身
者
は
五
四
・
四
劣
に
達
し
、
逆
に
ミ
ズ
ー
リ
州
生
れ
は
二
二
一
三
劣
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
き
ミ
ニ
　
ｐ
Ｈ
べ
Ｎ
）

　
　
（
６
）
掌
き
暑
．
甲
ｏ
．

　
　
一
。
一
。
。
・
の
四
〇
年
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
黒
人
農
業
合
の
ぱ
あ
い
、
そ
の
二
九
・
八
家
ク
ロ
ヅ
パ
ー
、
四
二
．
○
蒙
賃
労
働
者

　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
一
方
白
人
の
ぱ
あ
い
、
そ
の
比
率
は
各
六
一
九
・
九
％
、
三
一
・
三
劣
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
（
掌
ミ
一
〇
．
Ｈ
お
）

　
　
（
８
）
　
掌
ミ
ｏ
・
Ｈ
お
・
　
な
お
ミ
ズ
ー
リ
州
の
黒
人
農
業
人
口
全
体
の
六
九
・
○
％
が
、
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
七
郡
に
集
中
し
て
い
た
。
（
ミ
ト

　
　
　
ｐ
Ｈ
お
）

　
（
９
）
掌
き
Ｐ
り
．

　
（
１
０
）
　
た
と
え
ぱ
一
九
四
〇
年
の
ニ
ユ
ー
マ
ド
リ
ヅ
ド
郡
で
は
、
繰
棉
業
者
が
直
接
支
配
す
る
農
場
は
六
四
〇
あ
っ
た
が
・
そ
の
う
ち
賃
労
働



　
　
を
使
っ
て
直
営
す
る
の
は
四
四
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。
（
ミ
ト
り
・
ｏ
）

（
ｕ
）
　
き
“
ト
ｏ
・
Ｈ
○
・

一
ｕ
一
隻
一
般
に
南
東
部
に
い
く
ほ
ど
、
こ
の
転
換
期
の
到
来
が
早
婁
傾
向
に
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
拙
稿
「
一
九
四
〇
年
代
末
合
奮

　
　
南
部
黒
土
地
帯
の
経
済
的
動
８
一
一
八
代
学
院
大
学
紀
要
一
十
五
号
、
一
九
七
八
年
九
月
、
六
五
．
七
一
ぺ
、
ジ
。

童
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
二
・
竃
葦
ニ
ミ
§
き
、
・
。
ミ
。
ミ
ニ
葦
君
．
轟
．
畠
．
を
参
照
。

一
ｕ
；
Ｃ
つ
．
く
彗
葦
１
・
夏
一
邑
彗
責
碁
・
・
貫
一
箏
；
・
夢
。
二
。
；
婁
、
９
、
的
一
ミ
灼
夢
ミ
、
ぎ
、
彗
、
。
．
一
一
。
．

垂
こ
の
運
動
の
詳
程
・
上
杉
忍
「
ア
メ
ー
ヵ
南
都
棉
作
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
地
域
に
淳
る
農
民
、
農
業
労
薯
の
た
た
か
い
一
一
九

　
　
…
上
九
三
六
年
一
一
一
歴
史
学
研
究
一
四
三
ハ
号
、
一
九
七
五
年
士
月
、
四
－
七
ぺ
、
ジ
。
ま
た
運
動
参
加
の
薫
人
活
動
家
か
ら

　
　
の
聞
き
書
を
ま
と
め
た
一
穿
・
曇
箒
目
１
き
婁
，
一
・
§
婁
尋
暮
言
、
一
、
婁
、
ミ
・
書
は
、
圧
巻
で
あ
る
。
ア
ラ
バ

　
　
一
黒
土
地
帯
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
二
九
四
〇
年
代
末
合
衆
国
南
部
黒
土
地
帯
の
経
済
的
動
向
０
Ｄ
一
一
八
代
学
院
大
学
紀
要
一
十

　
　
三
号
、
一
九
七
七
年
、
参
照
。

一
帖
一
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
運
動
の
詳
程
つ
い
て
は
、
量
９
婁
ミ
、
二
忌
－
長
買
・
。
箏
、
、
二
、
、
句
。
§
、
、
、
ミ
勺
、
、
、
雨
葛
”
§
、

　
　
ぎ
県
琴
§
書
三
二
；
・
二
§
；
賢
の
五
・
八
章
、
運
動
の
指
薯
…
・
；
一
。
プ
、
言
身
の
回
想
録
ミ
、

　
　
§
曇
婁
喜
三
二
§
ト
婁
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
秋
元
英
一
氏
の
一
連
の
労
作
二
九
一
一
一
〇
年
代
ア
メ
い
カ
南
都

　
　
の
農
民
運
動
Ｏ
Ｏ
。
。
き
聲
弓
馨
弓
・
旨
婁
、
巨
旨
の
軌
跡
一
一
経
済
系
・
第
蔓
一
号
、
一
九
七
五
年
十
二
月
お
よ

　
　
び
そ
の
続
編
「
呂
一
一
経
済
系
一
第
一
〇
八
号
、
一
九
七
六
年
六
月
な
ど
を
参
照
。
ま
た
上
杉
忍
、
前
掲
論
文
お
よ
び
古
賀
邦
子
；

　
　
一
ー
テ
ィ
ー
ル
期
の
農
民
運
動
南
部
小
作
農
組
合
に
つ
い
て
一
一
ア
メ
リ
カ
研
究
一
七
号
、
一
九
七
三
年
茎
わ
せ
て
参
照
の

　
　
こ
と
。

一
ｕ
一
合
衆
異
産
党
は
・
す
で
に
二
八
年
十
月
以
来
黒
人
密
集
地
帯
の
黒
人
人
民
を
自
決
権
を
っ
被
抑
震
族
と
規
定
し
、
確
し
た
杜

　
　
地
革
命
と
民
族
自
決
に
も
と
づ
く
黒
人
解
放
の
戦
略
を
提
唱
し
て
い
た
。
他
方
・
Ｔ
、
・
は
、
三
六
年
一
月
の
第
二
回
大
会
で
二
六

　
　
〇
一
イ
ヵ
以
上
の
農
地
の
国
有
化
一
一
一
都
有
償
方
式
一
と
「
す
べ
て
の
髭
の
小
作
制
度
の
廃
止
一
を
主
張
す
る
土
地
綱
領
婁
と
め

　
　
た
と
い
う
一
秋
元
英
一
・
前
掲
論
番
、
一
四
工
五
ぺ
－
ジ
一
。
差
南
部
小
作
農
問
の
土
地
一
、
自
作
化
一
要
求
が
当
時
い
か
に
強
烈

　
　
　
．
切
実
で
あ
一
た
か
を
・
・
…
が
実
施
し
た
「
土
地
制
度
ア
ソ
ヶ
－
ト
一
の
結
果
が
如
実
に
示
し
て
い
る
。
秋
元
、
前
掲
論
畜
、

　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
一
藤
岡
一
　
　
　
　
　
一
七
三
一
六
一
一
孟
一



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
六
三
六
）

　
　
一
三
－
一
四
べ
ー
ジ
参
照
。

（
蛇
）
　
■
・
Ｏ
｝
■
一
◎
■
　
９
．
、
“
二
　
〇
．
仁
ｏ
◎
．

一
”
二
九
三
八
年
に
改
正
さ
れ
た
農
業
調
整
法
の
第
八
竃
票
、
そ
れ
で
あ
る
。
・
；
．
・
彗
頁
忌
．
呉
忌
一
．

一
・
。
一
こ
の
点
の
詳
細
は
、
さ
し
あ
た
り
秋
元
、
前
掲
論
文
Ｃ
Ｄ
の
第
二
章
お
よ
葦
竃
・
婁
－
急
．
呉
君
．
一
・
一
－
一
・
９
一
・
甲
豪
を
参
照
・

（
肌
）
　
■
・
　
〇
四
箏
一
〇
■
　
魯
．
　
、
ミ
ニ
　
Ｏ
．
ｏ
ｏ
卜

（
２
２
）
§
ミ
一
〇
』
・
◎
・
ま
た
Ｕ
・
甲
○
昌
事
ｏ
。
一
§
ミ
・
一
〇
・
ｏ
◎
ｏ
も
参
照
◎

憂
一
。
。
。
の
全
体
讐
つ
い
て
は
、
秋
元
英
一
「
…
政
策
史
略
説
一
一
経
済
系
一
一
〇
〇
号
・
七
四
年
五
月
二
．
墨
多

　
　
ま
、
、
、
号
、
葦
萎
、
婁
、
寒
§
；
季
県
§
睾
・
り
§
喜
峯
婁
ミ
一
§
．
曇
一
毒
豪
貝
妻
量

　
　
妻
｛
、
；
ミ
き
、
、
ミ
局
ミ
、
、
；
、
、
、
ｉ
婁
な
ど
を
参
照
。
－
シ
シ
ヅ
ピ
・
デ
ル
タ
地
帯
に
対
象
を
絞
一
て
・
こ
の
事
業
の
実
施
過

　
　
程
を
追
跡
し
た
労
作
と
し
て
。
。
目
、
竃
。
・
。
ざ
妻
ら
・
、
鼻
§
§
；
暮
己
§
；
妻
ミ
ミ
葦
葦
§
ミ
募
一
§

　
　
§
ミ
｛
一
岩
富
が
あ
る
。

一
以
一
た
と
え
ぱ
、
三
七
年
の
入
所
当
時
、
小
作
農
た
ち
の
平
均
所
持
額
は
二
八
ド
ル
に
す
ぎ
な
か
一
た
が
・
四
〇
年
に
は
彼
ら
の
手
持
ち
財

　
　
産
は
一
、
四
〇
〇
ド
ル
、
貯
え
額
は
三
七
七
ド
ル
に
増
え
た
と
い
う
。
■
．
Ｏ
彗
ざ
■
９
．
、
ゴ
署
．
崖
Ｈ
１
崖
ド

（
２
５
）
、
ミ
ニ
署
』
。
。
－
。
。
ト

一
。
一
そ
”
理
由
に
っ
い
て
、
二
・
・
一
イ
カ
を
有
す
る
一
人
の
プ
ラ
ソ
タ
ふ
次
の
よ
う
に
直
警
証
言
し
て
い
る
。
す
套
ち
・
新
法
の

　
　
も
と
で
は
彼
の
経
営
の
ぱ
あ
い
、
シ
ヱ
ァ
ク
ロ
ツ
パ
ー
を
全
部
蓋
い
箱
に
し
て
賃
労
働
老
に
き
り
か
ト
兄
た
方
が
・
年
問
一
・
五
〇
〇
～

　
　
二
、
○
○
○
ド
ル
の
得
に
な
る
と
。
Ｏ
ｈ
．
嚢
～
．
一
ｂ
．
畠

（
ｍ
〃
）
　
、
｝
“
、
二
　
〇
．
蜆
◎
一

一
肇
こ
れ
と
類
似
し
た
先
例
は
、
す
で
に
い
く
っ
か
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
三
六
年
百
・
テ
ー
ヵ
ソ
ソ
ー
州
ク
一
ス
郡
の
一
プ

　
　
ラ
ソ
タ
、
に
よ
つ
て
。
。
。
。
メ
ソ
バ
、
と
そ
の
家
族
一
〇
五
人
が
追
い
た
て
ら
れ
た
際
に
、
小
作
農
た
ち
は
・
「
テ
ソ
ト
ニ
一
－
一

　
　
を
設
げ
て
悩
し
く
低
抗
し
、
結
局
組
合
に
よ
る
・
デ
ル
タ
協
同
農
場
一
づ
く
り
の
き
一
か
げ
と
な
一
た
・
差
同
年
五
－
七
月
の
同
州
北

　
東
部
三
郡
で
。
。
・
・
が
お
こ
な
つ
た
棉
作
除
草
ス
ー
の
際
も
、
組
合
メ
ソ
バ
ー
を
狙
い
う
ち
す
雇
で
追
い
た
て
事
件
が
続
出
し
・

　
　
「
一
イ
ウ
一
イ
六
四
号
線
に
は
五
〇
家
族
四
つ
の
キ
ヤ
ソ
プ
が
み
い
だ
さ
れ
た
一
と
い
う
。
一
秋
元
「
一
九
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
南
部
の



農
民
運
動
Ｏ
・
一
・
前
出
・
二
八
－
二
九
ぺ
－
ジ
お
よ
び
同
上
論
畜
、
前
出
、
二
一
上
七
一
、
ジ
。
ま
た
、
、
．
、
．
。
、
、
げ
げ
。
。
、
、
。
、
、
、

忌
も
参
照
一
ニ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
闘
争
竺
れ
ら
先
例
の
よ
り
大
嚢
で
意
識
的
．
組
織
的
姦
で
の
再
現
だ
と
い
つ
て
よ
、
一
。
、
．

　
　
Ｕ
一
｝
一
〇
『
三
Ｕ
げ
ｏ
ｏ
－
ｏ
亨
ｑ
洋
－
〇
一
Ｈ
ｏ
◎
Ｈ
）

（
鴉
）
小
一
鉢
芦
」
暮
ザ
一
一
篶
ギ
篶
ガ
ザ
一
デ
ペ
讐
砧
べ

　
　
－
．
　
Ｏ
Ｐ
目
け
◎
■
　
魯
、
“
二
　
り
Ｏ
．
ｏ
仁
１
ｏ
｝
・

（
３
０
）
　
き
ミ
ニ
ｂ
・
ｏ
ｏ
・

（
３
１
）
　
掌
亀
二
〇
・
べ
ｏ
・

一
警
た
と
え
ぱ
・
互
二
目
採
択
の
一
一
－
一
ド
ー
ツ
ド
郡
フ
ラ
ソ
タ
ー
大
会
の
決
議
文
一
、
、
、
、
・
、
、
べ
。
一
婁
よ
。
糞
そ
の
後
、

　
　
こ
の
運
動
の
真
の
黒
幕
は
・
当
時
餐
的
土
地
革
命
を
断
行
し
つ
つ
あ
つ
た
メ
キ
シ
コ
の
革
命
政
権
と
同
国
亡
命
中
の
Ｌ
．
ト
ロ
ツ
キ
、

　
　
そ
の
人
だ
と
い
う
寵
が
・
Ｔ
・
ス
ノ
ウ
に
よ
一
て
流
さ
れ
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
階
級
を
い
つ
そ
う
脅
惜
さ
せ
た
と
い
う
。
プ
ラ
ソ
タ
、
階
級

　
　
が
メ
キ
ツ
一
革
命
の
南
部
一
の
波
平
再
現
を
い
か
に
危
倶
し
て
い
た
か
の
証
左
と
し
て
興
味
深
い
。
、
ぴ
、
斗
．
。
．
、
、
、
・
。
。
．
、
。
。
。
。
．
、
。
。
閉
．

一
鎚
一
そ
の
う
ち
・
お
よ
そ
一
〇
〇
家
族
、
五
〇
〇
人
は
一
ユ
ー
一
ド
ー
ツ
ド
郡
団
、
、
・
。
。
、
。
、
箏
け
に
あ
る
四
〇
一
イ
カ
の
郡
有
地
に
い
つ
た
ん

　
　
収
容
さ
れ
た
。
（
§
｝
ｏ
・
・
。
ｏ
）

（
３
４
）
　
き
ミ
ニ
　
Ｐ
ｏ
卜

（
３
５
）
　
掌
“
｝
　
ｏ
・
Ｈ
０
０
り
・

一
託
一
こ
の
委
員
倉
は
・
ク
一
一
パ
ー
側
を
代
表
し
て
、
・
・
…
Ｗ
・
か
ら
ウ
イ
ヅ
ト
フ
イ
、
ル
ド
ら
。
名
が
参
加
し
た
。

一
訂
一
す
で
に
三
九
年
度
か
ら
・
こ
の
地
域
一
の
…
の
農
場
更
生
融
奪
プ
・
げ
、
一
、
け
”
け
、
。
。
一
。
、
目
額
が
急
増
し
、
同
年
だ
げ
で
一
．
一
万
農

　
　
場
に
五
〇
万
ド
ル
が
貸
付
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
（
婁
～
ｏ
・
Ｈ
ミ
）

垂
新
方
針
の
細
都
の
内
容
に
つ
い
て
綾
元
英
一
「
…
政
策
史
略
説
一
一
経
済
系
一
一
〇
〇
号
、
一
九
七
四
年
、
二
三
ぺ
、
ジ
を
参

　
　
照
。

（
３
９
）
Ｆ
ｏ
彗
貫
号
き
り
・
這
・

（
４
０
）
　
事
竃
二
　
Ｐ
崖
卜

　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
釜
動
の
交
錯
一
藤
岡
一
　
　
　
　
　
　
一
芸
一
六
三
七
一



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
（
六
三
八
）

一
姐
一
著
者
の
次
の
指
摘
は
、
ニ
ユ
、
デ
イ
、
ル
農
政
の
基
本
性
格
を
考
え
る
う
え
で
大
変
示
唆
的
だ
と
思
わ
れ
る
ニ
ウ
ォ
ー
レ
ス
一
農
務

　
　
長
官
一
は
じ
め
並
い
る
…
計
画
の
主
導
者
た
ち
が
、
自
己
の
一
残
酷
な
一
小
作
農
政
策
を
弁
解
す
る
た
め
に
皇
だ
す
議
論
と
は
・

　
　
次
の
よ
う
な
代
物
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
農
業
の
機
械
化
の
た
め
に
シ
一
ア
ク
ロ
ヅ
ピ
ソ
グ
制
は
、
お
そ
か
れ
早
か
れ
破
壊
さ
れ
て
し
ま

　
　
う
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ぱ
、
現
行
の
嚢
立
法
は
公
正
さ
の
点
で
は
多
く
の
犠
牲
を
生
む
も
の
か
も
し
れ
祭
・
し
か
し
右
の
不
可
避
的

　
　
過
程
を
最
短
期
間
で
終
了
し
て
し
ま
う
上
で
は
役
に
た
つ
の
で
あ
る
」
（
ミ
ト
Ｏ
．
Ｈ
雷
）
・
　
ま
た
農
務
長
官
ヴ
ォ
ー
レ
ス
は
・
ブ
ウ
ツ
ヒ

　
　
、
ル
の
小
作
農
の
惨
状
に
同
情
し
て
対
策
を
問
う
た
大
統
領
夫
人
一
リ
ノ
ア
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
た
い
し
て
・
右
の
見
地
に
た
っ
て
次
の

　
　
よ
う
な
塁
を
書
き
送
つ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
今
目
で
は
、
農
業
合
は
絶
対
的
に
過
剰
で
あ
る
ぱ
か
り
か
・
Ａ
Ａ
Ａ
の
め
ざ
す
嚢

　
　
の
近
代
化
Ｈ
機
械
化
の
た
め
に
こ
の
傾
向
は
い
つ
言
加
速
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
一
て
今
目
・
農
業
合
の
農
村
外
へ
の
姦

　
　
模
な
排
出
は
絶
対
的
に
不
可
避
で
あ
る
、
と
。
彼
は
こ
の
点
を
強
調
し
て
、
大
統
領
夫
人
の
「
感
傷
一
的
誤
り
を
正
言
と
し
た
の
で
あ

　
　
る
。
一
（
事
ミ
一
〇
一
Ｈ
鶉
）

一
雀
た
と
え
ば
ミ
シ
シ
ツ
ピ
郡
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
二
九
四
〇
年
度
の
土
地
追
い
た
て
は
、
三
九
年
と
同
程
度
に
大
規
模
書
の
で
あ

　
　
り
、
そ
の
後
も
状
況
は
余
り
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
た
い
」
等
六
。
（
ミ
～
二
〇
．
Ｈ
胃
）

一
雀
皇
凹
；
箏
。
き
毒
・
。
目
・
・
、
。
。
。
。
。
・
・
。
§
一
二
目
ぎ
昌
菱
・
；
…
曇
菱
◎
二
§
。
嚢
旨
；
§
曇
…
｝

　
　
Ｏ
。
箏
？
Ｎ
，
ｑ
Ｏ
ｏ
、
。
。
、
一
岩
童
署
・
Ｈ
◎
・
。
甲
Ｈ
富
べ
（
■
Ｏ
彗
３
■
号
○
ミ
Ｐ
Ｈ
胃
よ
り
重
引
）
。

一
姐
；
．
。
、
目
一
。
、
ミ
、
ミ
三
崖
．
鼻
差
；
・
・
昌
芽
魯
．
・
一
．
の
第
八
章
の
と
く
に
三
亭
嚢
も
参
照
・

（
４
５
）
　
注
（
１
７
）
を
み
よ
。

一
姑
一
た
と
え
ば
次
の
指
摘
窒
よ
。
「
芒
仮
に
、
・
胃
麦
奮
§
一
・
…
の
有
力
後
援
者
一
．
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｕ

　
　
が
相
互
間
で
争
う
よ
り
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
の
闘
争
の
方
に
熱
心
で
あ
一
た
奮
ぼ
、
一
ブ
ウ
ツ
ヒ
ー
ル
の
一
結
果
は
異
な
っ
て
い
た
で

　
　
あ
ろ
う
」
。
（
Ｕ
・
声
○
；
げ
茅
一
ｇ
．
ミ
ニ
り
．
Ｈ
ｏ
．
Ｎ
）

一
”
二
磐
農
民
的
土
地
革
命
の
実
現
可
能
な
時
期
は
、
一
時
的
経
過
的
窪
格
の
も
の
で
あ
る
４
差
ら
そ
れ
は
農
民
層
分
解
の
進
展

　
　
程
度
と
地
主
経
営
の
資
本
主
義
経
営
へ
の
移
行
の
程
度
と
い
う
客
観
的
事
情
に
よ
一
て
根
本
的
に
制
約
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
・
器
運
動

　
　
の
主
体
的
成
熟
の
程
度
に
表
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ァ
器
に
即
し
て
こ
の
間
題
を
追
究
し
た
レ
ー
一
一
ソ
は
・
土
地
革
命
の
可
能

　
　
た
時
期
を
「
昨
目
で
は
ま
だ
早
く
、
明
目
で
は
も
う
手
遅
れ
に
な
り
か
ね
ぬ
よ
う
な
一
時
期
」
と
表
現
し
た
こ
と
が
あ
る
。



一
一
一
　
テ
ネ
シ
ー
州
フ
ァ
イ
エ
ヅ

ト
郡

・
一
九
六
〇
年

（
１
）
　
対
象
地
域
の
概
観

一
九
四
〇
年
代
以
降
も
地
主
的
土
地
清
掃
は
、
南
部
全
域
で
ひ
き
っ
づ
き
進
展
し
、
そ
の
問
に
南
部
の
あ
の
伝
統
的
な
小
作
制
度

　
）
　
場
　
農
　
万
壌
巾
崩
峰の度制作小

ノ

るげおに部南表３第
６
９
１
９

１
１
６
１

ぷ
１
３

－

５
９
１
９

５
６
４
１

６
３
６

２
２
２

４
７
．

５
０
１
９

２
６
５
２

５
９
０

１
３
４

７
３
４

１
１
３

４
０
１
９

７
０
０
３

９
４
一
１
４

２
４
８

１
５
４

０
１
８

３
０
１
９

４
２
２
３

”
７
７

１
２
４

）
％
（
回
ｖ
伽

）
％
（
回
ｖ
に

　
０
　
７
　
９
　
１

　
０

　
２
ｓ

　
…
…
　
Ｔ
　
〃

　
．
刎
　
加
　
０
　
０
　
ユ
　
ぴ
　
加
　
ア
　
０ｏ　
ｓ

　
○
た
〃
れ
桃
。

さ
〃
成

外
ｓ
作

除
〃
り

、
ヤ
舳
よ

カ
　
０

象
～
６
５

対
Ｈ
４

査
　
　
叫

調
刑
リ
出

（
　
（

地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）

は
、
劇
的
な
崩
壊
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
次
の
第
三
表
は
、
こ
の
地
主
に
よ
る
土
地
清
掃
過
程
の
大
規
模
さ
・
急
速
さ
．
深
刻

さ
を
く
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
第
一
に
一
九
三
〇
年
の
南
部
に
お
い
て
一
七
九
・
一

万
家
族
も
存
在
し
た
小
作
農
は
、
六
九
年
に
は
そ
の
沁
の
わ
ず
か
二
二
・
六
万
家
族
へ

と
文
字
ど
お
り
地
す
べ
り
的
に
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
て
南
部
の
農
場
総
数

中
の
小
作
農
場
の
比
率
は
、
か
つ
て
の
五
五
・
六
％
と
い
う
高
率
か
ら
わ
ず
か
一
一
．

七
％
へ
と
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
読
み
と
れ
る
事
実
は
、
大
地
主
経
営
Ｈ
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
で
好
ん
で
用
い

ら
れ
た
ク
ロ
ッ
パ
ー
と
い
う
型
の
小
作
農
の
減
少
が
、
特
別
に
急
激
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
三
〇
年
に
は
七
七
・
六
万
家
族
み
い
だ
さ
れ
た
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
、
五
九
年

に
は
一
二
・
一
万
に
激
減
す
る
に
至
り
、
つ
い
に
同
年
以
降
は
統
計
上
か
ら
そ
の
姿
を

消
し
さ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
大
地
主
１
－
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
よ
る
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
（
六
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
（
六
四
〇
）

清
掃
が
と
り
わ
げ
大
観
模
か
っ
急
激
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
地
主
は
小
作
農
の
住
居
・
施
設
を
跡
か
た
な
く
と
り
こ
わ
し
、
零
細
な
小
作
農
場
問
の
境
界
を
と
り
払
い
、
自
己
の
経
営
を
賃
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

働
と
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
る
資
本
主
義
的
大
農
場
へ
と
改
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
は
同
時
に
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ

ソ
の
分
割
Ｈ
土
地
革
命
の
客
観
的
基
盤
そ
の
も
の
を
、
最
終
的
に
と
り
除
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　
本
節
で
は
テ
ネ
シ
ー
州
フ
ァ
イ
ニ
ッ
ト
墨
壱
箒
郡
を
対
象
に
し
て
（
前
掲
第
一
図
参
照
）
、
土
地
革
命
の
条
件
が
失
な
わ
れ
た
の

ち
に
、
デ
ル
タ
地
帯
農
村
部
の
な
か
で
は
最
も
早
く
、
い
わ
ぼ
自
生
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
郡
の
公
民
権
運
動
を
、

地
主
的
土
地
清
掃
過
程
末
期
と
の
交
錯
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す
る
二
と
に
し
た
い
。

　
南
部
屈
指
の
大
都
市
メ
ソ
フ
ィ
ス
の
東
隣
に
位
置
す
る
フ
ァ
ィ
ェ
ッ
ト
郡
は
、
デ
ル
タ
の
棉
作
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
地
帯
純
農
村

部
に
属
す
る
典
型
的
１
１
標
準
的
た
地
域
の
一
っ
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
時
点
で
、
同
郡
の
人
口
約
二
四
、
六
〇
．

　
醐
程
ト
過
ツ
壌
二
崩
１
の
フ
度
州
制
一
作
シ
小
ネ
　
け
表４第

率
％
７
●

４

０

作
伺

８
一
６

９
●

２
８

６
７

小
鮒

９
１

１
数

場
）
０
“
ｎ
Ｚ

１
３

）
’
０
ｎ
◎

ｏ
０
０
Ｊ
６
７

４
６
３
９

８
８

農

８
，

２

，

，

作
４
３
（

，

，

３
２
１
　
（

回
小
１

数総

５
１

２
４

（
０
１
↓

０
，

４
４

場
，

，

，

，

４
，

５
４
（

５
３
２
（

１

岬
農

１０４
０
５

９
５

９
１

９
１

９
１

９
６
９

１

　
１
　
０
　
Ｖ
　
ｅ
　
ｒ
　
ｕ
　
ｕ
　
Ｃ

　
ｇ
ｒ
数
Ａ

場
ｏ
ｆ
農
Ｓ
人
舳

黒
ｅ
・
は
Ｃ
内
０

）
９
４

　
ユ（
）
）
所
注
出

９
．
６
９

１
１
９
成

臥
　
作

１
１
，
り

　
３
よ

ｏ
　
　
Ｐ

ｖ
　
　
１
・

　
，
　
ｏ
ｏ

軌
１
Ｌ

・
此
Ｐ

蝸
・
１
・

Ｃ
も
副
Ｌ

Ｏ
ｓ
・
ｗ

９
５
ｎ
　
，

１
　
ｅ
　
ｓ

　
Ｃ
ｕ

，
　
　
　
　
Ｓ

４
５
９
ｎ

｛
１
９
咲

○
人
の
う
ち
約
％
（
六
八
．
九
％
）
は
黒
人
で
あ
り
、
そ
の
大
多
数
は
白
人
地
主
の
土

地
で
働
く
貧
し
い
シ
ェ
ア
ク
ロ
ッ
バ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
～
五
九
年
の
問
に
、

投
票
で
き
た
黒
人
は
わ
ず
か
一
七
人
だ
け
で
あ
り
、
人
種
差
別
１
１
隔
離
の
原
則
が
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

制
度
は
じ
め
生
活
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
面
を
支
配
し
て
い
た
、
等
々
。

　
上
の
第
四
表
に
よ
る
と
、
ま
ず
第
一
に
四
〇
年
時
点
で
は
小
作
農
比
率
が
八
二
・
七

劣
に
達
し
、
し
か
も
そ
の
圧
倒
的
部
分
が
黒
人
で
あ
る
な
ど
、
こ
の
郡
の
デ
ル
タ
地
帯

的
特
徴
を
く
っ
き
り
と
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
そ
の
後
こ
の
郡
で
も
、
小
作
制
度
の
衰
退
が
か
た
り
着
実
に
す
す
み
、



四
〇
～
五
九
年
の
問
に
小
作
嚢
は
半
減
一
四
、
六
八
九
か
ら
二
、
三
四
六
一
一
し
た
。
と
は
い
え
南
部
の
小
作
嚢
は
、
同
期
問
中
に

約
き
ま
で
激
減
し
た
事
実
を
想
起
す
る
雀
一
第
一
一
表
参
照
一
、
こ
の
郡
に
は
ま
だ
比
較
的
多
く
の
小
作
蒙
残
つ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

最
後
に
・
五
九
～
六
九
年
の
問
に
小
作
農
数
の
新
た
な
激
減
が
モ
、
小
作
農
比
率
は
南
部
の
平
均
水
準
近
く
ま
で
、
一
挙
に
落

ち
こ
む
こ
と
と
な
っ
た
。
次
項
が
そ
の
理
由
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
２
）
　
公
民
権
運
動
の
展
開
と
地
主
的
土
地
清
掃
の
発
動

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
南
部
の
都
市
部
の
黒
人
労
働
者
・
小
市
民
層
を
担
い
手
と
し
て
、
公
民
権
運
動
が
嵐
の
よ
う
な
高
揚

を
み
せ
は
じ
め
た
・
地
主
的
土
地
清
努
結
果
、
大
量
の
黒
人
た
ち
が
南
部
諸
都
市
に
窪
れ
こ
ん
だ
こ
と
が
、
運
動
展
開
£
条

件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
六
〇
年
代
に
入
る
と
都
市
部
の
公
民
権
運
動
に
刺
讐
れ
、
旧
秩
序
の
最
後
の
牙
域
－
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
地
帯
一
も
、
平

等
藍
治
的
．
市
民
的
権
利
要
求
の
火
の
手
が
隻
ひ
ろ
が
つ
て
い
く
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
意
味
で
メ
ソ
フ
イ
ス
市
に
隣
接
す
る

と
い
う
地
の
利
が
・
．
フ
ァ
イ
一
一
ト
郡
で
の
い
阜
い
運
動
展
開
の
一
条
件
と
な
つ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
郡
で
は
・
白
人
殺
害
の
容
撃
か
げ
ら
れ
た
一
黒
人
被
告
支
援
の
裁
判
闘
争
の
奈
か
ら
、
五
九
年
春
最
初
の
公
民
権
運
動

組
織
司
量
；
冬
婁
；
・
寿
、
、
墓
、
曇
・
が
誕
生
す
る
。
そ
し
て
こ
の
組
織
は
同
年
八
月
か
ら
黒
人
の
有
堆

登
録
に
的
を
し
ぼ
一
た
運
動
を
始
め
、
六
〇
年
末
ま
で
に
一
、
四
〇
〇
人
、
六
五
年
頃
に
は
四
、
三
〇
〇
人
の
登
録
に
成
功
し
た
。

六
三
．
四
年
頃
か
ら
北
部
か
ら
の
公
民
権
活
動
家
の
支
援
が
活
発
に
な
る
と
と
芝
、
要
求
は
公
教
育
の
人
種
隔
離
の
撤
廃
や
福

　
　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
都
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
（
六
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
（
六
四
二
）

祉
の
充
実
な
ど
多
面
的
と
な
つ
て
く
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
三
〇
年
代
の
最
大
の
課
題
で
あ
一
た
・
あ
の
土
地
革
命
Ｈ
餐
的
自

立
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ソ
は
、
全
く
姿
を
消
し
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て
プ
ラ
ソ
タ
ー
な
ど
白
人
支
配
層
は
、
黒
人
登
録
者
に
た
い
す
る
商
取
引
の
停
止
・
ボ
イ
一
ツ
ト
と
い
う
製
措

置
で
応
え
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
特
に
、
土
地
追
い
た
て
の
波
か
ら
辛
じ
て
生
き
の
び
て
き
た
黒
人
小
作
農
に
た
い
し
て
は
・
土
地

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

清
掃
の
い
わ
ば
追
討
ち
的
発
動
の
脅
し
で
も
っ
て
登
録
運
動
の
抑
制
を
試
み
た
の
で
あ
る
・

　
こ
う
し
て
実
際
に
、
六
〇
年
度
末
に
、
登
録
に
ふ
み
き
つ
た
小
作
農
の
集
中
的
追
い
た
て
事
件
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
・
追

い
た
て
ら
れ
た
小
作
農
の
う
ち
、
い
き
場
の
な
い
家
族
を
収
容
す
る
た
め
に
、
一
人
の
黒
人
自
作
農
が
所
有
地
を
開
放
し
・
そ
こ
に

多
数
の
テ
ソ
ト
が
は
ら
れ
た
。
こ
の
通
称
「
テ
ソ
ト
・
シ
テ
イ
一
に
は
、
結
局
二
五
七
人
の
黒
人
が
収
容
さ
れ
・
六
〇
～
一
ハ
一
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

苛
烈
な
冬
を
す
ご
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
人
で
あ
る
・
．
ウ
イ
リ
ァ
ム
；
、
一
；
書
巨
婁
は
、
自
か
ら
の
体
験
を
次
の
よ
う
に
語
一
て
い
る
・
「
五
九
年

に
私
は
有
権
者
登
録
に
で
か
げ
ま
し
た
。
登
録
す
れ
ば
追
い
た
て
を
く
ら
う
と
皆
が
う
わ
さ
し
て
い
た
も
の
で
・
登
録
後
本
当
に
追

い
た
て
る
の
か
と
、
地
主
の
と
こ
ろ
に
聞
き
に
い
き
ま
し
た
。
彼
は
、
そ
う
だ
、
と
答
え
ま
し
た
。
追
い
た
て
を
く
一
た
時
は
・
ち

よ
う
ど
テ
ソ
ト
．
シ
テ
イ
が
始
ま
っ
た
と
き
で
し
た
。
テ
ソ
ト
が
提
供
さ
れ
た
の
で
、
私
ら
婁
こ
へ
移
っ
た
わ
げ
で
す
・
確
か
は

じ
め
は
テ
ソ
ト
が
一
四
あ
つ
た
と
思
い
享
。
最
初
に
も
ら
つ
た
テ
ソ
ト
は
、
幅
一
四
フ
ィ
ー
ト
長
さ
ニ
ハ
フ
ィ
ー
ト
と
い
う
狭
い

も
の
で
し
た
。
、
妻
と
四
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、
そ
こ
に
住
ん
だ
の
で
す
。
・
－
－
雨
降
り
の
と
き
は
・
こ
と
の
ほ
か
惨
め
で
し

た
。
テ
ソ
ト
．
シ
テ
イ
の
地
面
は
軟
弱
だ
つ
た
の
で
、
ひ
ざ
ま
で
泥
に
つ
か
る
有
様
だ
一
た
の
で
ぎ
さ
ら
に
そ
の
後
・
道
路
沿

い
に
彼
の
テ
ン
ト
が
あ
っ
た
た
め
、
深
夜
何
者
か
に
狙
撃
さ
れ
、
彼
の
腕
は
射
抜
か
れ
た
。
そ
の
二
・
三
目
後
も
再
び
彼
の
テ
ソ
ト



が
銃
撃
を
う
け
た
。
そ
し
て
結
局
、
彼
の
一
家
の
ぼ
あ
い
、
こ
の
地
に
二
〇
カ
月
も
の
問
収
容
さ
れ
た
、
等
々
。

　
こ
の
惨
状
は
全
米
の
注
視
を
あ
つ
め
、
全
国
的
支
援
運
動
も
た
か
ま
り
、
四
五
人
の
地
主
．
二
四
人
の
商
人
を
相
手
ど
っ
た
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

闘
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
ど
し
た
。
し
か
し
第
四
表
が
示
し
た
よ
う
に
、
も
は
や
六
〇
年
代
の
土
地
清
掃
の
最
終
盤
的
な
進
展
を
阻

む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ー
フ
ア
ィ
ェ
ツ
ト
郡
の
公
民
権
運
動
は
、
地
主
に
よ
る
土
地
清
掃
の
末
期
的
１
１
一

方
的
発
動
に
ー
脅
か
さ
れ
っ
っ
、
土
地
革
命
の
条
件
を
欠
い
た
土
台
の
う
え
で
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
一
っ
の
実
例
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

（
３
）
　
小
　
　
括

　
三
〇
年
代
の
南
都
で
は
、
公
民
権
運
動
の
胎
動
は
ま
だ
部
分
的
・
萌
芽
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
五
〇
年
代
以
降
の
よ
う

な
政
治
的
民
主
主
義
の
運
動
の
爆
発
的
高
揚
な
し
に
、
地
主
的
土
地
清
掃
の
途
を
阻
止
・
粉
砕
し
、
土
地
革
命
を
志
向
す
る
運
動
が
、

い
わ
ば
先
行
的
に
展
開
さ
れ
、
潰
え
さ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
地
主
的
土
地
清
掃
の
貫
徹
１
１
資
本
－
賃
労
働
関
係
の
大
規
模
な
創
出
は
、
公
民
権
運
動
を
本
格
的
に
展
開
す
る
条
件
を
都

市
、
っ
い
で
農
村
部
に
準
備
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
お
よ
そ
二
〇
年
の
後
に
、
っ
ま
り
土
地
革
命
を
め
ぐ
る

闘
争
が
す
で
に
基
本
的
に
は
決
着
し
終
わ
っ
た
段
階
で
、
南
部
の
旧
秩
序
に
た
い
す
る
闘
争
が
「
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
的
南
部
」
の

心
臓
部
に
ま
で
波
及
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
フ
ァ
ィ
ェ
ッ
ト
郡
の
ぼ
あ
い
、
す
で
に
最
終
局
面
に
あ
っ
た
地
主
的
土
地
清
掃
が
残
存
小
作
農
に
た
い
し
て
、

い
わ
ば
公
民
権
運
動
へ
の
弾
圧
手
段
た
る
意
味
を
こ
め
て
一
方
的
に
発
動
さ
れ
る
と
い
う
構
図
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う

し
て
公
民
権
運
動
は
、
土
地
革
命
の
基
盤
喪
失
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
不
可
避
的
な
苦
闘
を
強
い
ら
れ
っ
っ
、
し
か
し
強
固
な
運

　
　
　
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
民
衆
運
動
の
交
錯
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
（
六
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
（
六
四
四
）

動
の
力
で
自
已
の
市
民
的
要
求
を
部
分
的
に
貫
徹
し
て
い
っ
た
　
　
本
稿
の
事
例
に
即
す
か
ぎ
り
、
さ
し
あ
た
り
上
の
よ
う
た
見
と

お
し
が
、
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
と
は
い
え
他
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
と
お
し
が
全
南
部
的
範
囲
で
、
ど
れ
だ
げ
の
普
遍
妥
当
性
を
も
っ
も
の
な
の
か
。
ま
た
こ

の
事
情
が
公
民
権
運
動
の
展
開
過
程
お
よ
び
そ
の
後
の
南
部
杜
会
の
変
容
の
あ
り
方
に
、
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う

肝
心
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
は
、
い
ま
だ
示
唆
以
上
の
も
の
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
の
点
の
十
全
な
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

残
し
て
お
き
た
い
。

　
　
（
１
）
　
さ
し
あ
た
り
拙
稿
「
地
主
的
土
地
清
掃
と
南
部
経
済
の
変
貌
過
程
」
『
経
済
科
学
通
信
』
一
八
号
、
一
九
七
七
年
、
　
一
四
べ
－
ジ
を
参

　
　
　
　
照
。

　
　
（
２
）
雰
ぎ
；
彗
琴
撃
Ｑ
ミ
き
・
§
斗
麦
丁
、
ミ
き
Ｏ
§
喜
－
妻
嚢
§
き
Ｏ
§
；
事
ミ
き
ざ
睾
亀
。
・
膏
９
ミ

　
　
　
　
亀
容
茸
岩
轟
一
〇
．
ぎ
ト

　
　
（
３
）
き
き
署
．
蜆
－
９

　
　
（
４
）
掌
ミ
り
．
ｏ
．

　
　
（
５
）
峯
ト
君
．
農
－
司

　
　
（
６
）
§
寧
甲
ｏ
．

　
　
（
７
）
　
ア
ラ
バ
マ
黒
土
地
帯
に
も
、
同
種
の
事
件
が
頻
発
し
た
こ
と
を
、
｝
○
ｏ
◎
♀
婁
～
』
§
～
ミ
§
薄
ミ
』
オ
恩
ミ
“
§
き
ミ
、
ｑ
ぎ

　
　
　
　
完
ミ
、
、
Ｎ
争
ミ
ミ
Ｈ
塞
ｃ
。
の
第
一
章
が
示
し
て
い
る
。
六
四
年
末
に
生
じ
た
一
事
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
一
九
四
〇
年
代
末
合
衆
国
南
部
黒

　
　
　
　
土
地
帯
の
経
済
的
動
向
の
」
『
八
代
学
院
大
学
紀
要
』
一
五
号
、
　
一
九
七
八
年
、
六
六
べ
－
ジ
を
参
照
。
ま
た
ジ
ョ
ソ
．
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト

　
　
　
　
「
『
黒
豹
党
』
は
い
か
に
組
織
さ
れ
た
か
」
（
Ｓ
・
カ
ー
マ
イ
ヶ
ル
・
太
田
竜
編
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
蜂
起
』
、
一
九
六
八
年
所
収
）
は
、

　
　
　
　
六
六
年
当
時
の
黒
土
地
帯
ラ
ウ
ソ
ズ
■
◎
旨
｛
霧
郡
に
お
げ
る
公
民
権
運
動
と
土
地
清
掃
と
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
叙
述
を

　
　
　
　
与
え
て
い
る
。

　
　
〔
追
記
〕
　
本
稿
は
、
一
九
八
○
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
も
と
づ
く
研
究
の
一
部
で
あ
る
。




